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今回の表紙題字は、九州産業大学付属九州産業高等学校書道部の生徒さんにご協力をいただきました。
ありがとうございました。
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　書くときは丁寧な筆使いを意識しながら全体のバランスに気をつけました。現在、夏に披露する書道パフォーマンスに
向けて一生懸命部員みんなで取り組んでいます。3年生はもうすぐ引退なので最後まで頑張りたいです。　

～題字を書いてみて～

みんな
来てね♪

裏面も
見てにゃ♪



子どもの発達の遅れや特
性に対する不安に対し、
早期に発達相談を行うこ
とによって、保護者の不
安軽減や療育機関の紹介
等、必要な支援につなぐ
ことを目的とするものです。

人が育まれ、活躍できる子育て・教育のまちづくり
子どもの発達支援事業　２０８５万円

問

答

466億円
どう使うの？

令和８年度 一般会計予算

予算審査常任委員会

　令和８年度一般会計予算の総額は、対前年度比37億8800万円（8.8％）増の466億7400万円です。
この予算に対し、3月12日から18日にかけて各課集中審査を行いました。
　8部門27課から、108項目の詳細な説明を受け、施政方針に掲げられた7つの施策分野の推進に向けた
各事業の目的・必要性・内容など、多様な観点から審査を行いました。

賛成多数

可決

（2026年度） 

現在の相談待ち時間は１か月から２か月とのことだが、どの
ように改善していくのか。
待ち時間を１か月前後に収めることを目標としているため、
令和８年度においては相談員３名に加え、外部の臨床心理士
等を招へいする体制とし、十分な効果が認められる場合には
招へい回数を増やす等、改善に努めていきたい。

市民が織りなすスポーツと文化のまちづくり

≪委員間討議≫
　委員間討議では、４日間の集中審査を通して感じたことなど、様々な意見が出され、活発な議論の上、
以下の通り集約しました。
　１点目は、投票環境の改善に向け、１月の市長選挙に間に合うよう期日前投票所の増設が必要である
こと。
　２点目は、事業実施にあたり、国県の補助金を積極的に活用するため、更なる研究が必要であること。
　３点目は、子どもの発達支援事業について、相談待ち時間が昨年度から引き続き課題となっている
ため、短縮に向けた取組に努める必要があること。
　４点目は、健康な高齢者を増やすことにより、将来的な医療費の削減等にもつながるため、カミー
リヤでの健康づくり事業や高齢者の保健事業・介護予防事業等に力を入れる必要があること。
　５点目は、コミュニティ・スクール及び地域学校協働活動については、事業内容の明確化と周知の
充実を図る必要があること。また、新たに放課後子ども教室も始まるため、地域と学校の連携を注視
していく必要があること。
　６点目は、市は文化会館を改修しながら長く使用する方針であるが、市民ニーズ等を把握したうえで、
今後の在り方の再検討を求める必要があること。
　以上６点を重要課題として共通認識とすることを確認しました。
　また、予算編成にあたっては、市民の要望や意見、議会で議論されてきた経過等を大切にし、どの
ように市民の願いを実現していくのかという視点を持つとともに、中長期的なまちづくりを見据えなが
ら進めていくことが重要であることを確認しました。

歳出

民生費
221億7198万3千円

47.5%
総務費

45億6058万6千円
9.8%

教育費
93億9203万8千円

20.1%

衛生費
32億1033万4千円

6.9%

公債費
20億9490万
4千円
4.5%

土木費
21億5431万
1千円
4.6%

その他
30億8984万
4千円
6.6%

歳出合計
466億7400万円

歳入

使用料及び手数料
5億4318万9千円

1.2%

繰入金・繰越金
19億1418万
7千円
4.1%

市税
159億5025万9千円

34.2%
自主財源
209億
5503万3千円
44.9%

依存財源
257億

1896万7千円
55.1%

諸収入など
25億4739万8千円

5.5%

地方交付税
45億1956万5千円

9.7%

市債
26億4590万円

5.7%

国県支出金
153億4530万
8千円
32.9%

地方譲与税、
各種交付金など
32億819万
4千円
6.9%

「筑紫野市部活動地域移
行実施方針」に基づき、
休日の部活動を学校管理
外の『地域クラブ活動』
として位置づけ段階的に
実施するものです。

部活動地域展開事業　１６５１万円

指導者バンクに登録された方に向け、どのような研修を
行うのか。
生徒に対する暴力等のハラスメント防止や、生徒間のい
じめ等に十分気をつけてもらうことを重視し、研修を行
いたいと考えている。

問

答

事業内容 委員会での質疑

事業内容 委員会での質疑

子育て支援拠点を市内２か所に整備する
こととし、南側の拠点としてカミーリヤ
内に子育て支援拠点を新設します。令和
８年度は、内部整備等の改修工事実施に
伴う設計業務を委託するものです。

※北側の拠点は、新設される二日市コミュ
ニティセンターの２階へ整備予定

子育て支援拠点整備事業　１５２万円

問

答

子ども館の設置とは異なるも
のと捉えてよいか。
今回整備する子育て支援拠点
は、主に乳幼児の居場所と相
談場所として位置づけている
ため、幅広い年齢層の子ども
を対象とする子ども館とは異
なるものである。

事業内容 委員会での質疑

全11小学校の水泳授業をプール施設までの移動時間や
受け入れ可能児童数を踏まえ、3社の民間専門クラブ
に委託するものです。

水泳授業民間委託事業　６８１５万円

問

答

民間委託による費用対効果についてどのように捉えている
のか。
学校プールを維持する場合と比較し、予算が若干上回ると
ころであるが、これまで猛暑により授業が計画的に実施で
きなかったところ、委託によって必ず４回開催できるこ
と。教職員の施設管理に係る負担が軽減されることを踏ま
えると、効果があるものと考えている。

事業内容 委員会での質疑

総合保健福祉センター「カミーリヤ」
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国から譲与される森林環境譲与税を活
用し、間伐等の森林整備と、人材育
成・担い手の確保、木材利用の促進や
普及啓発等の森林整備及びその促進に
係る事業を行うものです。

強みをいかした多様な産業で賑わうまちづくり
森林環境譲与税活用事業　２９０５万円

森林ボランティアの参加者が増えるよう、更なる広報活動を行うべきでは。
近年ＳＮＳでの周知が効果を上げているため継続して行いたいと考えてい
る。また、中学生や高校生の参加者を増やす取組として、校長会での周知
や、生徒向けのポスターの作成及び学校への掲示等により、参加を促した
いと考えている。

支えあい、暮らしに寄り添う福祉のまちづくり
重層的支援体制整備事業　１３４９万円

天拝公園の利便性及び魅力
向上、おもてなしの質を高
めるために、トイレの再整
備及びあじさい園の舗装を
行うものです。

安全安心で快適な暮らしを支えるまちづくり
天拝公園改修事業　９８４１万円

トイレの再整備の内容は。
女性トイレの不足等を危惧する意見をいた
だいたため、ブース数の増加等は設計の中
で十分配慮して検討を行っていく。また、
登山客が増えているため、登山口側のトイ
レには道具を洗える水洗ブースを設ける
等、使用者の利便性が上がるよう検討する
こととしている。

問
答

広報紙などの配布やコミュニティ運営
協議会への参画等の業務を行う区長に
対し、報酬を支払うものです。

政策実現のための市民目線の行財政運営
区長に関する事務事業　３８４９万円

議会から区長報酬について問題提起をしてきたが、増額に向けた検討はい
つ行うのか。
報酬の妥当性について、新たな協定期間が開始となる令和９年度に向け、
令和８年度中に区長から意見を聴取し、検討を行いたいと考えている。

問

答

蛍光灯生産終了への対応や、脱炭素化の促進、電
気料金の縮減、維持管理業務の省力化等を図るた
め、生涯学習センターや市民図書館等の照明器具
をリース方式によりＬＥＤ照明器具に更新してお
り、リース期間を令和６年度から令和１6年度と
するものです。

自然をまもり未来を育むまちづくり
公共施設照明ＬＥＤ化事業　２６３９万円

ＬＥＤ化するメリットをどのように捉えているのか。
電気使用量の６割から７割程度の縮減が見込まれること、また、
現在の電気料金や照明器具の修
繕費用等の範囲内で、リース料
金を負担でき、機器を更新でき
る点がメリットだと考えている。

問
答

問
答

事業内容 委員会での質疑事業内容 委員会での質疑

事業内容 委員会での質疑

事業内容 委員会での質疑

令和９年１月執行予定の筑紫野市長選挙の管理執行に係
るものです。

筑紫野市長選挙執行事業　２９０１万円

これまで期日前投票所の増設について議論を重ねてき
たが、増設に係る予算は計上されていない。先の衆議
院議員選挙の混雑状況を鑑みても、増設は必要だと考
えるが、見直しは行わないのか。
選挙管理委員会では移動支援を実施することを決定し
たが、混雑が発生した事実を受け止め、今後は、増設
する場所の選定や、実施体制の整備が市長選挙に間に
合うかも含め、補正予算も視野に検討していきたい。

問

答

事業内容 委員会での質疑

問
答

高齢者・障がい者・子ども・生活困窮者といった分
野ごとの従来の枠組みを超えて包括的に相談を受け
止め、地域生活課題を抱える地域住民及びその世帯
に対する支援体制等の推進のために必要な環境を一
体的かつ重層的に整備するものです。

巡回福祉バス運営事業　２０６６万円

事業内容 委員会での質疑

事業内容 委員会での質疑

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、
市商工会が発行する地域活性化商品券のプレミアム
率２０％を引き続き維持することで、地域経済の活
性化や家計の負担軽減を図るものです。

販売額　３億円
〇地域活性化商品券（紙）：5千万円
〇デジタル商品券：２億5千万円
（アプリ（つくしちゃんペイ））

地域活性化商品券補助事業　３４５０万円

商品券のデジタル化が進む中、デジタル機器の利用に不慣
れな方への配慮はどのように考えているのか。
市役所に相談があった際には操作方法等について丁寧な説
明に努めていく。また、紙の商品券が、希望する方に行き
渡るよう、今回はデジタル商品券との重複申込みを不可と
している。

問

答

事業内容 委員会での質疑

カミーリヤ利用者の交通手段の確保を図るため、カミーリヤ利
用者及び公共施設利用者を対象に、カミーリヤ巡回福祉バスの
運行及び管理を行うものです。

　　　

　　　・山口コース
　　　・山家コース
　　　・筑紫コース

ＡＩデマンドバス筑紫野のるーとの展開に伴い、
巡回福祉バスの一部が運行終了となるとのこと
だが、のるーとにおいてカミーリヤで乗降する
７５歳以上の方及び子どもの運賃を無料とする
考えはないのか。
地場のタクシー事業者等、他の公共交通に与え
る影響や、コミュニティバスの料金等を考慮す
る必要があるため、まずは乗車料金を半額とす
る方向で運輸局と協議調整を行っている。

問

答

令和８年３月末の
運行終了コース

本事業実施におけるメリットは。
複雑なケースを様々な分野の機関で検討することで、職員が
ひとりで抱え込むことなく、より多くのアイデアで支援する
ことができること。また、各分野が重なり合うことで、誰一
人取りこぼすことがないよう、多くの方を支援につなげるこ
とができることである。

カミーリヤバス

天拝山歴史自然公園
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420,000
400,000
380,000
360,000
340,000
320,000

20,000
19,000
18,000
17,000
16,000

14,000
15,000

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

被保険者数（人） 保険給付費（円/人）

事業名 事業概要 予算額

基金積立事業

小中学校大規模・
中規模改修事業

保護費等追加給付金
支給事業

小学校エレベーター
整備•更新事業

7466万円

7億2957万円

6億955万円

8443万円

1億2488万円

3億4399万円

3億9021万円

2億859万円

主な歳出補正の予算額 ※万円未満は切り捨て

減債基金（将来の起債償還に充てるもの）

公共施設等整備基金（将来的な公共施設等
の整備に備えるもの）

創生振興基金（今和7年度ふるさと応援寄
附金を積み立てるもの）

老朽化する吉木小学校教室棟の大規模改修
を行うもの

老朽化する筑紫野中学校管理教室棟の中規
模改修を行うもの

老朽化する筑山中学校特別教室棟の中規模
改修を行うもの

生活扶助基準改定に関する最高裁判決を踏
まえ、当時の生活保護受給者等に必要な扶
助費の追加支給を行うもの

阿志岐小学校及び山家小学校へのエレベー
ターの新設、また、筑紫東小学校のエレベ
ーターの更新を行うもの

所得割額
（1人あたり）

均等割額
（1人あたり）

平等割額
（1世帯あたり）

保険税の賦課限度額
（1世帯あたり）

課税標準額
×7.12（6.83）%

医療給付分

30,863（28,100）円

27,901（25,900）円

670,000（660,000）円

課税標準額
×2.56（2.80）%

後期高齢者支援金分

11,836（12,300）円

10,095（10,700）円

260,000（260,000）円

課税標準額
×2.30（2.43）%

介護納付金分
（40歳～64歳）

17,546（18,000）円

170,000（170,000）円

課税標準額
×0.24%

子ども・子育て支援金分
（令和8年度から新規）

1,093円
18歳以上は別途41円

1,107円

30,000円

【令和8年度の保険税】 ※表の（　　）内は令和7年度の税率と金額です。

所得割額（1人あたり）

均等割額（1人あたり）

保険料の賦課限度額
（1人あたり）

基礎控除後額
×11.7（11.83）%

66,340（60,004）円

850,000（800,000）円

医療分

基礎控除後額
×0.25%

1,339円

21,000円

子ども・子育て支援金分
（令和8年度から新規）

【令和8年度の保険料】※表の（　　）内は令和6・7年度の保険料率と金額です。

被保険者数（人）
保険給付費（円/人）

19,642
349,708

18,685
370,457

17,836
375,792

17,116
388,190

16,467
399,195

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
一人当たり保険給付費

予算審査常任委員会

可
決

可
決

可
決

総務市民常任委員会

概
要

委
員
会
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疑

委
員
会
で
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質
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子
ど

も
・
子
育
て
支
援
金
分
の

徴
収
が
今
年
度
か
ら
始
ま

り
ま
す
。

問
　中
間
層
世
帯
の
負
担

が
か
な
り
上
が
る
が
、
市

民
負
担
の
増
加
を
抑
え
る

た
め
に
基
金
を
活
用
す
る

な
ど
の
考
え
は
な
い
の
か
。

　ま
た
、
年
金
世
帯
の
負

担
増
を
低
く
抑
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。

答
　
保
険
税
を
下
げ
る
た

め
の
赤
字
補
填
目
的
繰
入

は
、
国
や
県
か
ら
厳
し
く

禁
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
社
会
保
険
加
入
者
と
の

公
平
性
の
観
点
か
ら
、
国

保
の
み
へ
の
公
費
投
入
に

は
問
題
が
あ
る
。

　
ま
ず
は
、
医
療
費
を
い

か
に
抑
え
る
か
が
肝
要
と

考
え
て
い
る
。

概
要

概
要

　
令
和
８
年
度
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

は
、
歳
入
・
歳
出
と
も
に

94
億
６
４
８
３
万
１
千
円

（
前
年
比
▲
２
億
３
３
９

９
万
１
千
円
）
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

問
　被
保
険
者
は
減
少
し

て
い
る
一
方
で
、
一
人
当

た
り
の
医
療
費
は
増
加
し

て
い
る
が
、
国
保
の
財
政

を
持
続
可
能
と
考
え
て
い

る
の
か
。答

　
令
和
15
年
度

を
目
途
に
、
県
下

市
町
村
の
保
険
税

率
を
統
一
す
る
こ

と
で
、
あ
る
程
度

の
維
持
は
期
待
で

き
る
と
考
え
て
い

る
が
、
医
療
費
の

増
加
を
抑
制
す
る

に
は
ど
う
す
べ
き

か
一
人
ひ
と
り
が

真
摯
に
考
え
る
時

期
に
来
て
い
る
。

支
出
の
抑
制
を
図

る
意
味
で
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
利
用
促
進
や
早

期
の
健
康
診
断
受

診
、
健
康
ポ
イ
ン

ト
事
業
の
活
用
等

で
、
健
康
な
身
体

づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
令
和
８
年
度
か
ら
新
た

に
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
金
分
」
の
徴
収
が
始
ま

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
少
子

化
対
策
と
し
て
児
童
手
当

の
拡
充
や
妊
婦
の
た
め
の

支
援
給
付
な
ど
に
充
て
ら

れ
ま
す
。
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
制
度
」
は
、
子

ど
も
や
子
育
て
世
帯
を
社

会
全
体
で
応
援
す
る
仕
組

み
で
す
。

　
保
険
料
率
（
額
）
と
年

間
上
限
額
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。
令
和
６
・
７
年

度
と
比
べ
て
所
得
割
額
・

均
等
割
額
の
保
険
料
と
賦

課
限
度
額
（
上
限
）
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金

分
の
徴
収
が
始
ま
る
こ
と

で
、
一
人
あ
た
り
の
保
険

料
の
上
限
額
が
87
万
１
千

円
に
な
り
ま
す
。

問
　新
た
に
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
金
分
の
徴
収
が

始
ま
る
こ
と
で
後
期
高
齢

者
の
負
担
が
重
い
。
ど
う

説
明
し
て
い
く
の
か
。

答
　
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
上
乗
せ
に
な
っ
て
い

る
が
、
す
べ
て
の
加
入
者

が
対
象
と
な
っ
て
い
る
た

め
丁
寧
な
対
応
に
努
め
て

い
く
。

問
　社
会
保
険
も
同
じ
考

え
方
な
の
か
。

答
　
社
会
保
険
も
同
様
に

加
入
者
は
上
乗
せ
で
徴
収

が
始
ま
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業

　
　 特
別
会
計
予
算

議案

国
民
健
康
保
険
税
の

　
　
　  

税
率
を
改
定

議案

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　
　
　特
別
会
計
予
算

議案

小
中
学
校
の
改
修
な
ど
に
係
る
補
正

委
員
会
で
の
質
疑

概
要 議案

可
決

本会議会議録 委員会会議録

本会議と委員会の会議録閲覧はこちらから
※3月定例会会議録は6月中旬以降に閲覧可能となります。

　
一
般
会
計
の
予
算
に
８

億
２
１
８
３
万
円
を
増
額

し
、
総
額
を
４
６
６
億
３

１
８
６
万
４
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　
歳
入
の
主
な
内
容
は
、

地
方
消
費
税
交
付
金
２
億

８
９
５
０
万
円
、
民
生
費

国
庫
負
担
金
６
５
３
３
万

５
千
円
、
教
育
費
国
庫
補

助
金
３
億
７
７
２
万
３
千

円
、
教
育
債
５
億
７
０
１

０
万
円
な
ど
で
す
。

　
歳
出
補
正
の
主
な
内
容

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

小
中
学
校
大
規
模
・
中

規
模
改
修
事
業

問
　児
童
生
徒
の
学
習
環

境
へ
の
影
響
を
ど
の
よ
う

に
抑
え
る
の
か
。

答
　
騒
音
の
激
し
い
工
事

や
内
部
の
改
修
は
夏
休
み

や
土
日
を
中
心
に
行
い
、

教
育
活
動
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
止
め
ら
れ
る
よ
う

努
力
し
て
い
く
。

問
　国
の
有
効
な
補
助
金

を
活
用
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
る
の
か
。

答
　
補
助
金
や
交
付
金
の

情
報
は
、
活
用
の
機
会
を

逃
さ
な
い
よ
う
適
宜
最
新

の
も
の
を
入
手
し
て
お
り
、

補
助
基
準
額
の
低
い
も
の

は
、
国
県
等
に
要
望
を
行

う
な
ど
、
改
善
を
求
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

保
護
費
等
追
加
給
付
金

支
給
事
業

　問
　現
在
、
生
活
保
護
を

受
給
し
て
い
な
い
世
帯
が
、

申
し
出
を
行
う
必
要
が
あ

る
理
由
は
。

答
　
国
の
示
す
内
容
に
よ

る
と
、
現
在
受
給
し
て
い

な
い
世
帯
は
、
市
に
調
査

を
行
う
権
限
が
な
い
と
さ

れ
て
い
る
た
め
、
申
し
出

が
必
要
と
な
る
。

特
別
支
援
教
育
推
進

事
業

問
　特
別
支
援
教
育
支
援

員
の
欠
員
の
理
由
は
。

答
　
途
中
退
職
も
あ
り
、

年
間
を
通
し
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

学
校
人
材
登
録
フ
ォ
ー
ム

に
よ
り
募
集
し
、
随
時
補

充
も
し
て
き
た
が
、
全
て

の
欠
員
を
解
消
で
き
な
か

っ
た
た
め
で
あ
る
。

委
員
会
で
の
質
疑

答答 問問

問 問答 答

答

問

答 問

答答 問

問
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学校名
二日市小
二日市東小
吉木小
阿志岐小
山家小
筑紫小
山口小
二日市北小
原田小
筑紫東小
天拝小

要望箇所
8か所
16か所
4か所
7か所
3か所
11か所
4か所
7か所
5か所
8か所
2か所

対応完了箇所※
5か所
１か所
３か所
5か所
0か所
2か所
3か所
０か所
0か所
3か所
０か所

対応中箇所※
3か所
7か所
１か所
１か所
１か所
3か所
０か所
７か所
１か所
１か所
２か所

対応困難箇所※
０か所
８か所
０か所
1か所
2か所
6か所
1か所
０か所
4か所
4か所
０か所

※対応完了箇所：ハード面の対応が完了した箇所
※対応中箇所：関係機関で対策を検討中、もしくは対策が決定したが実施していない箇所
※対応困難箇所：道路や交差点の物理的な形状等により対応が困難なため、今後も学校や地域、関係機関と協議を
　　　　　　　　継続し改善に向けて検討すべきもの。現時点 では児童への注意喚起を学校に依頼している箇所。

対応検討状況（小学校別）

前畑遺跡内の土塁状遺構断面
つくしちゃん ちくちゃん

委
員
会
で
の
質
疑

文教福祉常任委員会

前
畑
遺
跡
と
は
？

遺
跡
の
現
状

概
要

　
国
の
制
度
創
設
に
伴
い
、

保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園

な
ど
に
通
っ
て
い
な
い
生

後
６
か
月
か
ら
２
歳
ま
で

の
子
ど
も
を
月
10
時
間
ま

で
預
け
る
こ
と
が
で
き
る

乳
児
等
通
園
支
援
事
業

（
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
）
を
開
始
す
る
た
め
、

保
育
所
設
置
条
例
の
改
正

お
よ
び
運
営
基
準
条
例
の

制
定
を
行
う
も
の
で
す
。

　
利
用
料
は
１
時
間
あ
た

り
３
０
０
円
程
度
で
、
生

活
保
護
世
帯
は
無
料
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
は
１
０

０
円
と
な
り
ま
す
。

問
　
保
育
士
不
足
が
課
題

と
な
る
中
で
、
制
度
開
始

に
向
け
た
人
員
確
保
の
見

通
し
は
立
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
令
和
７
年
度
か
ら
募

集
を
行
い
、
令
和
８
年
４

月
採
用
予
定
者
も
含
め
確

保
の
見
通
し
は
立
っ
て
い

る
。

問
　
通
常
の
保
育
士
と
、

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

で
働
く
保
育
士
は
ど
の
よ

う
に
区
分
さ
れ
る
の
か
。

答
　
保
育
士
の
募
集
は
、

通
常
の
保
育
所
勤
務
と
制

度
対
応
を
区
分
す
る
こ
と

な
く
、
一
括
で
募
集
し
て

い
る
。

問
　
保
育
士
不
足
が
続
く

中
で
、
待
機
児
童
対
策
と

制
度
の
両
立
は
可
能
か
。

答
　
待
機
児
童
の
解
消
は

重
要
な
課
題
と
認
識
し
て

い
る
。
保
育
士
確
保
の
た

め
に
、
就
労
支
援
金
や
奨

学
金
返
済
支
援
な
ど
の
制

度
を
引
き
続
き
実
施
し
、

人
材
確
保
に
努
め
て
い
く
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

今
後
の
方
針

　
筑
紫
野
市
大
字
筑
紫
・

若
江
に
所
在
。
遺
跡
内
で

平
成
27
年
に
発
見
さ
れ
た

古
代
の
土
塁
状
遺
構
は
、

長
さ
５
５
８
ｍ
以
上
も
確

認
さ
れ
た
大
規
模
な
土
木

構
造
物
。
特
別
史
跡
の
水

城
跡
・
大
野
城
跡
・
基
肄

城
跡
や
、
国
史
跡
の
阿
志

岐
山
城
等
と
一
体
的
に
機

能
す
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
、
古
代
大
宰
府
に
深
く

関
わ
る
重
要
な
遺
跡
と
し

て
令
和
７
年
３
月
10
日
付

で
国
史
跡
に
指
定
。

　
市
街
地
の
丘
陵
上
に
位

置
し
、
周
辺
は
区
画
整
理

事
業
に
よ
り
住
宅
地
が
隣

接
。
西
の
隣
接
地
に
は
近

隣
公
園
を
整
備
予
定
。
史

跡
地
全
体
が
雑
木
で
覆
わ

れ
て
お
り
、
公
園
と
史
跡

の
調
和
を
図
る
た
め
、
関

係
部
局
な
ど
と
も
情
報
共

有
を
図
り
な
が
ら
早
急
に

史
跡
の
保
存
活
用
方
針
を

定
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
令
和
８
・
９
年
度
、
年

４
回
ず
つ
計
８
回
、
計
画

策
定
委
員
会
を
開
催
。

●
令
和
８
年
度
か
ら

　
　
　
令
和
９
年
度

◯
「
保
存
管
理
」
「
調

査
・
研
究
」
「
活
用
」

「
整
備
」
「
運
営
・
体

制
」
の
５
項
目
の
基
本

方
針
を
立
て
る
。

◯
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

実
施
。
具
体
的
方
法
を
検

討
、
計
画
を
取
り
ま
と
め

る
。

※
翌
令
和
10
年
度
に
文
化

庁
長
官
認
定
を
申
請
予

定
。

策
定
委
員
は
考
古
学
、
土

木
工
学
、
観
光
学
、
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
、
地
域
代
表

に
て
構
成
。

可
決

可
決

　
児
童
を
巻
き
込
ん
だ
朝

倉
街
道
駅
付
近
の
自
動
車

事
故
を
受
け
、
通
学
路
交

通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基

づ
く
合
同
点
検
を
全
11
小

学
校
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
各
学
校
か
ら
危
険
と
し

て
改
善
を
要
望
し
た
箇
所

は
75
か
所
あ
り
、
そ
の
内

22
か
所
は
対
応
完
了
、
27

か
所
は
対
応
中
、
26
か
所

は
道
路
形
状
等
に
よ
り
現

時
点
で
対
応
困
難
と
さ
れ

ま
し
た
。
横
断
歩
道
や
路

面
表
示
の
整
備
を
進
め
る

一
方
、
困
難
箇
所
に
つ
い

て
は
注
意
喚
起
で
対
応
し

ま
す
。

　
点
検
結
果
は
学
校
へ
通

知
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
進
捗
を
含
め
公
表
予
定

で
す
。

問
　
見
守
り
活
動
の
状
況

を
把
握
し
て
い
る
か
。

答
　
学
校
と
地
域
で
把
握

し
て
お
り
、
市
も
状
況
を

共
有
し
て
い
る
。

問
　
対
応
困
難
箇
所
が
多

い
が
、
安
全
確
保
は
ど
う

考
え
る
の
か
。

答
　
現
時
点
で
は
難
し
い

が
、
課
題
と
し
て
捉
え
、

今
後
も
関
係
機
関
と
協
議

を
継
続
す
る
。

建設環境常任委員会

こ
ど
も
誰
で
も
通
園

　
　
　 制
度
の
開
始

議案

前
畑
遺
跡
に
お
け
る
保
存
活
用

　
　計
画
の
策
定
委
員
会
設
置

議案

通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム

報告

森林法に
基づく

『火入れ』の
5つの目的

概
要

概
要

　
令
和
８
年
度
の
水
道
事

業
の
収
入
予
定
額
は
21
億

３
６
５
７
万
円
、
支
出
予

定
額
は
20
億
２
０
０
８
万

円
で
、
収
支
は
約
１
億
１

６
４
９
万
円
の
黒
字
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
８
年
度
の

下
水
道
事
業
の
収
入
予
定

額
は
、
23
億
６
３
０
６
万

円
、
支
出
予
定
額
は
21
億

５
５
３
８
万
円
で
、
収
支

は
約
２
億
７
６
８
万
円
の

黒
字
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問
　
市
の
人
口
が
ほ
ぼ
横

ば
い
の
中
で
、
今
後
の
給

水
人
口
の
展
望
は
。

答
　
令
和
８
年
度
は
宅
地

開
発
に
よ
り
増
加
す
る
と

見
込
ん
で
い
る
。
今
後
も

宅
地
開
発
等
の
情
報
が
あ

れ
ば
市
全
体
の
人
口
に
合

わ
せ
て
考
え
て
い
く
。

問
　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
向
け

た
取
組
な
ど
上
下
水
道
の

部
分
で
動
き
は
あ
る
の
か
。

答
　
市
県
民
税
や
固
定
資

産
税
な
ど
の
支
払
い
は
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
る
支
払

い
が
可
能
で
あ
り
、
水
道

料
金
の
支
払
い
で
も
使
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

令
和
８
年
度
に
シ
ス
テ
ム

の
改
修
を
行
う
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

　
筑
慈
苑
及
び
山
家
ス
ポ

ー
ツ
公
園
の
利
用
者
が
、

隣
接
す
る
筑
前
町
の
上
下

水
道
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
筑
前
町
と

本
市
で
給
水
及
び
排
水
に

関
す
る
協
定
を
締
結
す
る

も
の
で
す
。

給
水
協
定

　
水
道
施
設
整
備
費
用
の

軽
減
や
、
安
定
し
た
水
の

供
給
を
確
保
す
る
こ
と
に

よ
る
公
共
の
福
祉
の
増
進

を
目
的
と
し
締
結
す
る
も

の
。

排
水
協
定

　
下
水
道
施
設
整
備
費
用

の
軽
減
や
、
衛
生
的
な
下

水
道
設
備
の
確
保
に
よ
る

公
共
の
福
祉
を
目
的
と
し

平
成
25
年
４
月
１
日
付
で

締
結
し
た
排
水
協
定
を
変

更
す
る
も
の
。

問
　
水
道
施
設
整
備
費
用

の
軽
減
と
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
か
。

答
　
当
該
施
設
に
最
も
近

い
天
山
か
ら
水
道
管
を
接

続
す
る
場
合
で
も
距
離
が

長
く
工
事
費
用
が
高
額
に

な
る
と
見
込
ま
れ
る
が
、

隣
接
す
る
筑
前
町
の
配
水

管
か
ら
接
続
す
る
と
延
伸

距
離
が
短
く
、
工
事
費
用

の
軽
減
が
見
込
ま
れ
る
。

可
決

可
決

可
決

　
令
和
７
年
２
月
26
日
に

発
生
し
た
岩
手
県
大
船
渡

市
の
林
野
火
災
を
受
け
て
、

消
防
庁
は
「
消
防
防
災
対

策
の
あ
り
方
に
関
す
る
検

討
会
」
を
開
催
し
、
報
告

書
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
報
告
書
で
は
、
林
野
火

災
注
意
報
や
林
野
火
災
警

報
の
的
確
な
発
令
等
に
よ

り
、
林
野
火
災
予
防
の
実

効
性
を
高
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
さ
れ
、
火
災

予
防
条
例(

例)

が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
改
正
に
よ
り
、
筑

紫
野
市
火
入
れ
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の

強
風
注
意
報
が
発
令
さ
れ

た
場
合
に
加
え
、
林
野
火

災
注
意
報
及
び
林
野
火
災

警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合

は
、
火
入
者
は
火
入
れ
を

行
っ
て
は
な
ら
ず
、
火
入

れ
中
に
こ
れ
ら
が
発
令
さ

れ
た
場
合
は
、
速
や
か
に

消
火
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

上
下
水
道
事
業

　
　
　
　会
計
予
算

議案

筑
前
町
と
給
水
協
定
を
締
結

　  

排
水
協
定
を
変
更

議案

火
入
れ
に
関
す
る

　 条
例
を
一
部
改
正

議案

上水道

下水道

給水人口

年間総給水量

排水人口

年間総排水量

2026（令和8）年度

９0,8００人

８,300,０００㎥

100,8００人

８,992,0００㎥

2025（令和7）年度

９０,7００人

８,２21,０００㎥

100,2００人

9,050,3００㎥

答 問

答答 問問

答

答 問

問

答

答

問問

答 問

9 8議会だより筑紫野 令和８年５月１日 212号　議会だより筑紫野



施政方針を問う！代表
質問 　筑紫野市議会では、市長が施政方針（市政運営の基本的な方向性）を示す定例会で、

代表質問を行っています。各会派の代表が、市長の考えを質しました。
ただ

ＱＲコードをスマートフォンなどで読み取ると、録画映像がご覧いただけます。
なお、本会議開催時には、生中継もご覧いただけます。

つくし野

議
員
　
待
機
児
童
数
は
、

減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

入
所
保
留
児
童
が
多
く
存

在
し
て
い
る
。
こ
の
状
況

も
含
め
解
消
を
目
指
す
べ

き
。
今
後
の
見
通
し
は
。

市
長
　
今
後
の
人
口
動
態

や
保
育
ニ
ー
ズ
に
も
影
響

を
受
け
る
が
、
既
存
の
施

設
で
量
の
確
保
に
繋
が
る

よ
う
、
人
材
確
保
な
ど
の

様
々
な
施
策
を
講
じ
て
い

る
。
保
護
者
の
皆
様
が
希

望
さ
れ
る
保
育
所
に
、
で

き
る
限
り
速
や
か
に
入
所

で
き
る
よ

う
取
組
を

進
め
て
い

く
。

議
員
　
医
療
費
の
助
成
拡

充
、
第
二
子
保
育
料
負
担

軽
減
な
ど
、
独
自
の
施
策

を
検
討
す
べ
き
。
財
源
確

保
も
含
め
、
今
後
の
方
針

は
。

市
長
　
子
ど
も
医
療
費
は
、

助
成
枠
等
の
拡
充
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
他
の

施
策
は
国
・
県
の
動
向
を

注
視
し
つ
つ
、
令
和
８
年

度
は
、
学
校
給
食
費
の
無

償
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員
　
施
設
整
備
、
人
員

確
保
、
運
営
体
制
の
強
化

等
、
具
体
的
な
整
備
方
針

は
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
の
委

託
契
約
が
続
い
て
い
る
が
、

保
護
者
の
負
担
軽
減
や
民

間
活
用
も
含
め
今
後
の
運

営
方
針
は
。

市
長
　
受
入
れ
児
童
数
が

多
い
ク
ラ
ブ
の
施
設
や
老

朽
化
し
て
い
る
施
設
の
整

備
を
最
優
先
に
、
児
童
が

安
全
・
快
適
に
過
ご
せ
る

環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
今
後
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
へ
の
委
託
を
基
本
と
し

つ
つ
、
保
護
者
ア
ン
ケ
ー

ト
等
の
状
況
を
見
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
民
間
委
託
等

の
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

議
員
　
今
後
の
子
育
て
支

援
需
要
を
踏
ま
え
、
遊

び
・
相
談
・
一
時
預
か

り
・
多
世
代
交
流
等
を
兼

ね
備
え
た
多
機
能
型
の

「
こ
ど
も
館
」
の
整
備
を

検
討
す
べ
き
。

市
長
　
将
来
的
な
課
題
と

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
利

便
性
や
安
全
性
な
ど
を
考

慮
し
つ
つ
、
既
存
施
設
の

利
用
状
況
や
新
た
な
施
策

の
成
果
等
を
注
視
し
て
い

く
。

議
員
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
単
な
る

機
器
整
備
で
は
な
く
、
子

ど
も
た
ち
の
学
び
の
保
障

の
た
め
の
手
段
で
も
あ
る
。

不
登
校
児
童
生
徒
の
学
び

を
継
続
さ
せ
る
た
め
の
具

体
策
は
。

教
育
長
　
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
用
端
末
の
整
備
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
に
よ
る
技
術
的

支
援
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

の
手
順
や
留
意
点
を
ま
と

め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員
　
子
育
て
支
援
の
柱

と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
。

制
度
化
に
向
け
た
検
討
状

況
は
。

市
長
　
国
・
県
の
支
援
状

況
を
注
視
し
て
い
く
。

議
員
　来
年
度
か
ら
水
泳

授
業
の
外
部
委
託
に
よ
り
、

市
民
が
日
常
的
に
利
用
で

き
る
プ
ー
ル
施
設
が
市
内

か
ら
無
く
な
る
。
将
来
的

に
市
民
が
利
用
で
き
る

プ
ー
ル
施
設
を
市
内
に
誘

致
・
整
備
す
る
考
え
は
。

市
長
　
民
間
事
業
者
が
有

す
る
専
門
的
な
知
識
、
効

率
的
な
運
営
、
資
金
の
活

用
な
ど
を
視
野
に
入
れ
、

幅
広
い
世
代
が
年
間
を
通

し
て
利
用
で
き
る
施
設
の

整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員
　更
新
時
期
が
迫
っ

て
い
る
。
早
急
な
更
新
計

画
が
必
要
と
考
え
る
が
、

更
新
時
期
等
は
。

市
長
　
法
定
耐
用
年
数
や

保
守
点
検
の
状
況
を
勘
案

し
な
が
ら
適
宜
更
新
を

図
っ
て
い
く
。

議
員
　現
時
点
で
の
建
設

時
期
の
見
通
し
は
。
基
本

計
画
、
用
地
確
保
、
財
源

等
、
ど
の
段
階
に
あ
る
の

か
。

市
長
　
「
筑
紫
野
市
ス

ポ
ー
ツ
施
設
整
備
基
本

構
想
」
に
基
づ
き
、
ま

ず
は
候
補
地
の
検
討
を

進
め
て
い
く
。

議
員
　専
門
家
の
配
置
や

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

を
決
断
す
べ
き
時
期
だ
と

考
え
る
が
、
見
解
は
。

市
長
　
現
在
、
指
定
管
理

者
制
度
も
含
め
、
様
々
な

手
法
を
検
討
し
て
い
る
。

議
員
　建
設
か
ら
40
年
以

上
が
経
過
。
バ
リ
ア
フ

リ
ー
等
の
観
点
か
ら
改
善

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
高

齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方

に
も
利
用
し
や
す
い
施
設

に
す
る
た
め
、
早
急
な
対

応
が
必
要
で
は
。

市
長
　
適
切
な
維
持
管
理

を
行
い
な
が
ら
長
く
使
用

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

適
宜
整
備
す
る
こ
と
で
、

多
く
の
市
民
の
利
便
性
を

高
め
て
い
く
。

議
員
　立
地
規
制
や
住
民

説
明
、
環
境
配
慮
を
盛
り

込
ん
だ
条
例
制
定
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
国
で
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
に
対
し
て
２
０
２
７

年
度
以
降
、
新
規
支
援
を

廃
止
す
る
な
ど
乱
開
発
防

止
へ
の
対
策
が
検
討
さ
れ

て
い
る
た
め
、
現
時
点
で

は
、
国
の
動
向
を
注
視
し
、

適
宜
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

議
員
　紙
の
商
品
券
を
高

齢
者
の
み
に
限
定
す
る
な

ど
、
段
階
的
に
紙
を
廃
止

し
て
い
く
こ
と
も
有
効
と

考
え
る
が
、
完
全
デ
ジ
タ

ル
化
を
行
う
考
え
は
。
今

後
の
事
業
の
運
営
方
針
は
。

市
長
　
事
務
を
担
う
商
工

会
の
負
担
軽
減
や
、
利
便

性
向
上
の
観
点
か
ら
有
効

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

の
で
、
高
齢
者
等
に
配
慮

し
な
が
ら
、
段
階
的
な
移

行
を
含
め
、
商
工
会
と
共

通
認
識
を
持
っ
て
運
営
方

針
を
構
築
し
て
い
く
。

議
員
　中
小
企
業
振
興
を

体
系
的
に
進
め
る
た
め
、

中
小
企
業
振
興
に
関
す
る

条
例
を
制
定
す
べ
き
で
は
。

市
長
　
先
行
自
治
体
の
事

例
を
研
究
し
つ
つ
、
条
例

の
制
定
が
本
市
の
中
小
企

業
支
援
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
る
の
か
、
そ
の

実
効
性
を
検
討
し
て
い

く
。

議
員
　農
業
基
本
法
が
改

正
さ
れ
た
が
、
こ
の
理
念

を
実
現
し
よ
う
と
す
る
姿

が
見
え
な
い
。
農
業
に
活

気
を
与
え
る
た
め
、
特
色

を
活
か
し
た
本
市
独
自
の

農
業
政
策
を
打
ち
出
す
べ

き
で
は
。

市
長
　
都
市
近
郊
農
業
と

い
う
強
み
を
活
か
し
た
政

策
の
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

議
員
　捕
獲
後
の
埋
却
負

担
軽
減
策
は
な
い
の
か
。

狩
猟
免
許
更
新
費
用
の
補

助
も
検
討
す
べ
き
で
は
。

市
長
　
狩
猟
免
許
の
更
新

費
用
や
捕
獲
後
の
負
担
軽

減
策
等
も
検
討
を
進
め
て

い
く
。

議
員
　木
製
玩
具
の
導
入
、

赤
ち
ゃ
ん
に
地
元
産
つ
み

き
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
、

子
ど
も
が
木
に
触
れ
る
機

会
を
増
や
す
取
組
を
促
す

こ
と
は
、
森
林
理
解
の
促

進
や
地
域
産
業
振
興
に
も

繋
が
る
と
考
え
る
が
、
見

解
は
。

市
長
　
次
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
幼
少
期
か
ら

木
の
温
も
り
に
触
れ
、
森

林
の
重
要
性
を
学
ぶ
木
育

を
推
進
す
る
こ
と
は
、
大

変
意
義
深
い
も
の
と
考
え

て
い
る
た
め
、
木
製
玩
具

等
の
活
用
も
検
討
を
進
め

て
い
く
。

議
員
　昨
年
、
天
拝
山
の

展
望
台
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

つ
い
て
、
「
商
工
観
光
振

興
計
画
」
を
見
直
し
て
観

光
業
の
中
長
期
計
画
を
作

成
し
、
方
向
性
を
示
し
た

上
で
推
進
す
る
べ
き
と
い

う
結
論
に
至
っ
た
が
、
見

直
し
状
況
と
、
天
拝
山
・

二
日
市
温
泉
界
隈
の
文
化

観
光
推
進
の
具
体
的
な
取

組
は
。

市
長
　
商
工
観
光
振
興
計

画
の
見
直
し
は
、
現
在
、

シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
検
討
結
果
を
取
り
ま
と

め
て
お
り
、
今
後
は
そ
の

成
果
を
も
と
に
、
観
光
協

会
等
の
関
係
団
体
と
協
議

を
重
ね
、
本
市
観
光
の
新

た
な
指
針
を
策
定
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

天
拝
山
や
二
日
市
温
泉
界

隈
は
、
本
市
の
観
光
振
興

の
重
要
な
歴
史
遺
産
で
あ

り
、
案
内
看
板
の
設
置
や
、

天
拝
公
園
の
ト
イ
レ
の
再

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

横
尾 

秋
洋

　
　
　 

議
員

つ
く
し
野

代
表
質
問

市
長

議
員

市
長

議
員

議
員

市
長

市
長

市
長

市
長

議
員

議
員

議
員

市
長

議
員

議
員

市
長

市
長

市
長

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

教
育
長

子
育
て
支
援
策

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

待
機
児
童
問
題

地
域
活
性
化
商
品
券

農
業
政
策

こ
ど
も
館

学
校
給
食
無
償
化

学
校
プ
ー
ル

普
通
教
室
の
空
調
整
備

Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
不
登
校
支
援

有
害
鳥
獣
対
策

木
育
施
策

中
小
企
業
振
興

総
合
体
育
館

竜
岩
自
然
の
家

文
化
観
光
の
推
進

文
化
会
館

大
規
模
太
陽
光
発
電
設
備

（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）の
規
制

子
育
て
・
教
育

産
業
振
興

ス
ポ
ー
ツ
・

文
化

自
然
・
環
境
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議
員
　
宿
泊
施
設
が
不
足

し
、
福
岡
市
内
へ
の
宿
泊

希
望
者
が
本
市
よ
り
さ
ら

に
遠
く
に
宿
泊
す
る
例
を

聞
く
。
既
存
の
宿
泊
施
設

と
の
相
乗
効
果
も
生
み
出

し
つ
つ
、
ホ
テ
ル
等
の
宿

泊
施
設
を
積
極
的
に
誘
致

す
べ
き
。
容
積
率
の
緩
和

な
ど
都
市
計
画
の
見
直
し

を
含
め
、
見
解
は
。

市
長
　
現
時
点
で
ホ
テ
ル

の
誘
致
や
容
積
率
の
緩
和

を
行
う
予
定
は
な
い
が
、

既
存
の
宿
泊
施
設
の
声
に

耳
を
傾
け
な
が
ら
、
観
光

客
の
動
き
や
ニ
ー
ズ
を
見

極
め
、
商
工
業
や
観
光
業

の
振
興
に
つ
な
が
る
取
組

を
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

議
員
　
居
住
相
談
支
援
事

業
が
開
始
さ
れ
る
。
効
果

的
な
解
決
の
た
め
、
市
・

県
の
住
宅
部
局
や
不
動
産

関
係
事
業
者
、
居
住
支
援

法
人
等
が
参
加
す
る
居
住

支
援
協
議
会
を
設
置
す
べ

き
で
は
。

市
長
　
居
住
支
援
協
議
会

設
立
も
検
討
し
て
い
く
。

議
員
　
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
は
急
務
で
あ
り
、

そ
の
他
の
計
画
も
含
め
抜

本
的
に
見
直
す
べ
き
で
は
。

市
長
　
昨
年
10
月
に
公
表

さ
れ
た
地
震
に
関
す
る
防

災
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
報

告
書
に
応
じ
て
県
の
防
災

計
画
等
が
改
訂
さ
れ
る
予

定
で
あ
り
、
整
合
性
を
図

り
つ
つ
、
令
和
８
年
度
中

に
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。

議
員
　
令
和
５
年
、
床
上

浸
水
の
被
害
が
生
じ
た
が
、

対
策
は
実
施
さ
れ
て
お
ら

ず
喫
緊
の
課
題
。
対
策
は
。

市
長
　
鷺
田
川
・
高
尾
川

流
域
に
お
け
る
浸
水
状
況

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

踏
ま
え
、
効
果
的
な
対
策

を
引
き
続
き
検
討
し
て
い

く
。

議
員
　
君
畑
・
高
雄
交
差

点
等
の
渋
滞
、
針
摺
交
差

点
及
び
ト
ン
ネ
ル
の
交
通

安
全
対
策
は
、
市
民
生
活

に
直
結
す
る
課
題
。
具
体

的
な
対
策
は
。
国
・
県
と

の
連
携
も
含
め
、
実
現
に

向
け
た
取
組
を
。

市
長
　
渋
滞
解
消
は
、
福

岡
県
市
長
会
を
通
じ
、

国
・
県
へ
要
望
し
て
い
る
。

針
摺
交
差
点
は
、
国
・

県
・
警
察
及
び
市
か
ら
な

る
安
全
対
策
検
討
会
の
作

業
部
会
で
検
討
を
継
続
す

る
。
ト
ン
ネ
ル
は
、
周
辺

の
交
通
量
調
査
を
踏
ま
え

た
安
全
対
策
を
警
察
と
連

携
し
検
討
し
て
い
く
。

議
員
　
御
笠
自
治
会
バ
ス

の
ド
ア
ｔ
ｏ
ド
ア
導
入
や

フ
リ
ー
乗
降
、
乗
合
タ
ク

シ
ー
導
入
な
ど
課
題
は
山

積
し
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
デ
マ

ン
ド
交
通
の
対
象
外
地
域

(

二
日
市
東
地
域
等)
も
検

討
す
べ
き
だ
が
、
見
解
は
。

市
長
　
先
端
技
術
の
動
向

を
注
視
し
、
有
益
な
も
の

は
積
極
的
に
活
用
す
る
と

と
も
に
、
利
用
状
況
等
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
必
要
に

応
じ
て
、
さ
ら
な
る
利
便

性
向
上
策
も
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
「
御
笠
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
」
も
言
い
続
け

て
い
る
吉
木
・
阿
志
岐
協

議
会
の
発
足
は
。

市
長
　
区
域
の
再
編
は
、

地
理
的
条
件
や
人
口
分
布

等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
現
時
点
で
は
御
笠
地

区
の
再
編
は
考
え
て
い
な

い
が
、
今
後
、
地
域
の
状

況
等
を
踏
ま
え
必
要
に
応

じ
て
協
議
し
て
い
く
。

議
員
　
国
道
の
渋
滞
や
、

県
道
の
安
全
対
策
、
豪
雨

災
害
に
備
え
た
河
川
改
修

等
、
国
や
県
と
の
連
携
に

よ
る
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
ど
う
連

携
し
、
成
果
を
上
げ
て
き

た
の
か
。
今
後
、
国
や
県

の
事
業
を
進
め
て
い
く
た

め
、
国
会
議
員
や
県
議
会

議
員
と
の
連
携
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
、
さ
ら
な
る

連
携
と
対
応
は
。

市
長
　
国
・
県
の
事
業
に

進
捗
を
注
視
す
る
と
と
も

に
、全
国
や
福
岡
県
の
市

長
会
な
ど
を
通
じ
て
、要

望
、提
言
を
行
っ
て
い
る
。

地
元
選
出
の
国
会
議
員
、

県
議
会
議
員
に
対
し
て
は
、

地
域
の
た
め
に
尽
力
い
た

だ
け
る
よ
う
共
に
連
携
し

て
い
く
。

つくし野市民会議
議
員
　
少
子
高
齢
化
の
波

は
加
速
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

産
業
で
人
手
不
足
が
深
刻

な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

と
く
に
乳
幼
児
や
介
護
が

必
要
に
な
っ
た
方
々
に
は

必
ず
「
ひ
と
」
が
必
要
。

観
光
や
、
交
通
イ
ン
フ
ラ

の
課
題
、
防
災
・
環
境
・

歴
史
文
化
・
少
子
高
齢

化
・
人
権
問
題
な
ど
の
多

く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る

が
、
市
長
任
期
最
後
の
年

と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
３

年
間
を
ど
う
評
価
し
て
い

る
か
。

市
長
　
長
年
の
懸
案
で

あ
っ
た
小
中
学
校
の
長
寿

命
化
や
大
規
模
校
対
策
、

福
祉
分
野
に
お
け
る
重
層

的
支
援
体
制
の
整
備
の
他
、

交
通
弱
者
対
策
な
ど
に
も

正
面
か
ら
向
き
合
い
、
解

決
に
向
け
た
具
体
的
な
一

歩
を
踏
み
出
せ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
確
か
な
手
応

え
を
感
じ
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
、
こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
息
の
長
い
取
組

が
求
め
ら
れ
る
施
策
で
あ

り
、
単
年
度
の
進
捗
や
成

果
の
み
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
揺
る
ぎ
な
い
信

念
を
も
っ
て
事
業
を
継
続

し
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
共

に
育
て
て
い
く
こ
と
こ
そ

が
、
肝
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

議
員
　
行
き
場
や
食
事
に

困
る
子
ど
も
、
誰
と
も
つ

な
が
る
こ
と
が
出
来
な
い

子
ど
も
、
そ
の
よ
う
な
子

ど
も
た
ち
を
子
ど
も
食
堂

の
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
繋
ぎ
と
め
て
く
れ

て
い
る
。
活
動
の
意
義
と

存
在
は
大
き
な
も
の
が
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
子
ど
も

食
堂
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
か
、
ま
た
更
な
る

経
済
的
な
支
援
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

市
長
　
子
ど
も
食
堂
は
、

子
ど
も
だ
け
で
な
く
幅
広

い
年
齢
層
の
居
場
所
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

子
育
て
支
援
の
場
や
貴
重

な
供
食
の
機
会
、
支
え
合

い
の
機
会
に
も
な
っ
て
い

る
。
支
援
に
つ
い
て
は
、

運
営
さ
れ
て
い
る
団
体
の

皆
さ
ま
は
そ
れ
ぞ
れ
に
目

的
を
持
ち
、
主
体
的
に
活

動
さ
れ
て
い
る
の
で
、
持

続
可
能
な
取
組
と
な
る
よ

う
、
運
営
費
の
一
部
補
助

や
、
子
ど
も
食
堂
間
及
び

関
係
機
関
な
ど
と
の
情
報

交
換
会
の
開
催
な
ど
に
、

引
き
続
き
努
め
て
い
く
。

議
員
　
夏
休
み
や
冬
休
み

な
ど
に
昼
食
が
取
れ
な
い

児
童
生
徒
が
か
な
り
の
割

合
に
達
し
て
い
る
こ
と
が

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

長
期
休
暇
中
に
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
給
食
を
提

供
す
る
こ
と
は
可
能
か
見

解
を
伺
う
。

市
長
　
年
間
計
画
に
基
づ

い
た
調
理
場
の
大
規
模
改

修
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
及

び
設
備
や
配
送
体
制
、
食

材
調
達
が
大
量
調
理
を
前

提
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど

の
理
由
に
よ
り
困
難
で
あ

る
。

議
員
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計

画
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で

の
市
民
ニ
ー
ズ
は
、
大
規

模
体
育
館
を
必
要
と
し
な

い
運
動
が
８
割
以
上
と

な
っ
て
い
る
。
費
用
に
つ

い
て
の
比
較
検
討
は
し
た

の
か
、
具
体
的
な
検
討
の

加
速
と
は
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
か
。

市
長
　
「
筑
紫
野
市
ス

ポ
ー
ツ
施
設
整
備
基
本
構

想
」
に
基
づ
き
、
ま
ず
は

候
補
地
の
選
定
を
慎
重
に

進
め
て
い
く
。

議
員
　
前
畑
遺
跡
の
土
塁

状
遺
構
の
存
在
は
、
こ
れ

ま
で
の
歴
史
認
識
を
根
底

か
ら
再
考
す
る
き
っ
か
け

に
な
る
く
ら
い
の
発
見
と

言
わ
れ
て
い
る
。
保
存
活

用
計
画
の
策
定
に
ど
れ
く

ら
い
の
期
間
を
要
し
、
完

成
の
時
期
は
ど
れ
く
ら
い

を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

市
長
　
令
和
８
年
度
か
ら

着
手
し
、
２
年
間
を
予
定

し
て
い
る
。

議
員
　
小
・
中
学
校
の
体

育
館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど

の
利
用
の
利
便
性
を
高
め
、

快
適
性
を
増
や
す
こ
と
は
、

災
害
時
に
も
活
用
で
き
る
。

例
え
ば
ト
イ
レ
や
シ
ャ

ワ
ー
な
ど
を
整
備
し
て
、

学
校
施
設
の
多
機
能
化
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
学
校
施
設
本
来
の

目
的
を
損
な
わ
な
い
範
囲

で
、
大
規
模
改
修
等
の
機

会
を
捉
え
て
多
機
能
化
に

つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
本
市
の
大
切
な
財

吉
村 

陽
一

　
　
　 

議
員

市
民
会
議

市
長

議
員

議
員

市
長

市
長

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

市
長

市
長

議
員

議
員

議
員

議
員

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

高
齢
者
等
の
居
住
支
援

国
・
県
と
の
連
携

地
域
公
共
交
通

防
災
・
減
災
対
策

宿
泊
施
設
誘
致

国
道
３
号
バ
イ
パ
ス

二
日
市
東
小
学
校
の

浸
水
対
策

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

運
営
協
議
会

長
期
休
暇
中
の

昼
食
提
供

前
畑
遺
跡
の

保
存
活
用
計
画

子
ど
も
食
堂
へ
の
支
援

総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設

任
期
３
年
目
の
評
価
は

筑
紫
野
市
の
自
然
環
境

体
育
館
を
避
難
所
へ

福
祉
・
健
康

予
算
編
成

安
全
・
安
心

行
財
政
運
営

人
が
育
ま
れ
、

活
躍
で
き
る

子
育
て
・
教
育
の

ま
ち
づ
く
り

市
民
が
織
り
な
す

ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の

ま
ち
づ
く
り

自
然
を
ま
も
り

未
来
を
育
む

ま
ち
づ
く
り

は
じ
め
に
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市民会議
産
で
あ
る
、
自
然
環
境
の

現
状
に
つ
い
て
の
調
査
、

保
護
、
保
全
は
、
ど
の
よ

う
な
取
組
を
行
う
の
か
。

市
長
　
市
が
指
定
す
る
環

境
指
標
の
森
へ
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、自
然
観
察
会
等
イ

ベ
ン
ト
を
継
続
的
に
開
催

し
、自
然
環
境
へ
の
保
護・

保
全
の
啓
発
を
行
っ
て
い

る
。

議
員
　
G
X
推
進
法
で
は
、

気
候
変
動
対
策
の
た
め
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
、
化
石

燃
料
に
頼
ら
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
定
供
給
を
目
指

す
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本

市
で
は
次
世
代
技
術
へ
の

投
資
を
検
討
し
て
い
る
の

か
。

市
長
　
民
間
事
業
者
の
選

定
や
投
資
の
効
果
検
証
な

ど
多
く
の
課
題
が
あ
る
た

め
、
現
時
点
で
は
、
具
体

的
に
投
資
を
行
う
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
が
、
国
の

動
向
を
注
視
し
、
支
援
の

あ
り
方
な
ど
調
査
・
研
究

し
て
い
く
。

議
員
　
水
田
農
業
担
い
手

機
械
導
入
支
援
事
業
な
ど

に
よ
り
、
農
業
組
合
法
人

や
認
定
農
業
者
へ
の
営
農

基
盤
強
化
を
図
る
と
の
事

だ
が
、
本
市
の
農
業
を
支

え
て
い
る
小
規
模
農
家
な

ど
へ
の
支
援
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
　
国
の
産
地
交
付
金

お
よ
び
本
市
独
自
の
産
地

づ
く
り
推
進
補
助
事
業
に

お
い
て
、
農
家
の
経
営
規

模
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、

出
荷
・
販
売
を
行
う
農
家

を
対
象
に
幅
広
く
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

議
員
　
農
業
の
問
題
は
農

家
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

市
民
の
命
を
守
る
取
組
で

も
あ
る
。
自
分
で
作
っ
た

作
物
を
自
分
で
食
べ
る

「
自
産
自
消
」
を
呼
び
か

け
、
自
分
で
作
り
、
食
べ

る
喜
び
を
知
る
啓
発
事
業

や
市
民
農
園
の
活
用
、

半
農
半
Ｘ
（
エ
ッ
ク
ス
）

な
ど
、
市
民
と
と
も
に
持

続
可
能
な
農
業
を
つ
く
る
、

そ
の
よ
う
な
検
討
も
必
要

で
は
な
い
か
。

市
長
　
自
産
自
消
の
取
組

に
つ
い
て
は
、
市
民
の
健

康
増
進
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
市
民

農
園
の
貸
し
付
け
や
農
業

体
験
を
行
っ
て
い
る
。
市

民
が
農
作
物
を
育
て
る
苦

労
や
喜
び
を
感
じ
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
市
内
農
産

物
を
積
極
的
に
購
入
す
る

「
地
産
地
消
」
の
輪
を
広

げ
、
そ
れ
が
結
果
と
し
て

地
域
農
業
の
持
続
的
な
発

展
に
繋
が
る
よ
う
努
め
て

い
く
。

議
員
　
高
齢
者
福
祉
の
仕

事
に
人
が
集
ま
ら
な
い
状

況
が
あ
る
。
こ
の
先
こ
の

問
題
は
さ
ら
に
加
速
し
て

い
く
な
か
で
、
介
護
人
材

確
保
事
業
を
市
と
し
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
委
託
内
容
の
見

直
し
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
人
材
戦
略
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

市
長
　
市
内
事
業
所
等
に

勤
務
す
る
方
に
対
し
、
資

格
取
得
に
係
る
費
用
を
補

助
す
る
制
度
を
新
た
に
開

始
す
る
予
定
。
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
材
戦

略
に
つ
い
て
は
、
現
在
国

が
行
っ
て
い
る
介
護
職
員

へ
の
報
酬
見
直
し
や
近
隣

市
と
の
均
衡
を
図
る
観
点

か
ら
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
職
員
の
報
酬
額
の

見
直
し
を
図
り
、
セ
ン

タ
ー
そ
の
も
の
の
業
務
の

質
を
高
め
て
い
く
こ
と
を

目
標
と
す
る
も
の
で
す
。

議
員
　
部
落
差
別
の
解
消

の
推
進
に
関
す
る
条
例
が

施
行
さ
れ
て
６
年
が
経
と

う
と
し
て
い
る
が
、
条
例

の
理
念
を
ど
の
よ
う
に
具

体
化
し
て
い
く
の
か
。
ま

た
、
部
落
差
別
を
は
じ
め

全
て
の
差
別
を
無
く
し
て

い
く
た
め
の
核
と
な
る
同

和
教
育
の
推
進
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長
　
部
落
差
別
は
許
さ

れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
の

認
識
の
下
、
本
市
の
実
情

に
応
じ
た
施
策
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
人
権
意
識

を
涵
養
さ
せ
て
い
く
よ
う

な
教
育
・
啓
発
な
ど
の
取

組
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
、
同
和
問
題
の
早
急
な

解
決
を
目
指
し
、
差
別
の

な
い
社
会
の
実
現
に
努
め

て
い
く
。

議
員
　
公
共
交
通
の
充
実

に
つ
い
て
現
在
、
運
行
し

て
い
る
「
の
る
ー
と
」
で

も
カ
バ
ー
で
き
て
い
な
い

空
白
地
も
あ
る
が
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
　
地
域
公
共
交
通
計

画
に
基
づ
き
、
城
山
、
馬

市
な
ど
の
交
通
空
白
地
域

の
解
消
等
の
諸
課
題
へ
の

対
応
を
進
め
て
き
た
。
令

和
８
年
度
に
は
、
路
線
バ

ス
の
減
便
に
よ
り
交
通
利

便
性
が
著
し
く
低
下
し
て

い
る
天
拝
坂
、
杉
塚
を
は

じ
め
と
す
る
二
日
市
地
域

へ
の
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導

入
に
加
え
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
両
回
り
化
を

図
り
、
安
全
安
心
で
持
続

可
能
な
公
共
交
通
の
実
現

を
目
指
す
。

議
員
　
モ
デ
ル
的
に
公
立

保
育
所
で
５
歳
児
健
診
を

実
施
さ
れ
る
が
、
成
果
判

断
の
基
準
と
横
展
開
の
時

期
、
専
門
職
の
確
保
体
制

は
。

市
長
　
専
門
職
確
保
の
観

点
か
ら
園
医
方
式
で
実
施

す
る
。
令
和
８
年
度
の
成

果
・
課
題
を
整
理
し
、
次

年
度
以
降
に
他
園
へ
段
階

的
に
拡
充
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
第
三
の
居
場
所
と

な
る
児
童
育
成
支
援
拠
点

へ
早
期
に
つ
な
げ
る
た
め

の
連
携
構
築
は
。

市
長
　
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
で
情
報
収
集

し
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
を
中
心
と
し
た
既
存
の

関
係
機
関
と
の
連
携
体
制

を
活
用
し
、
早
期
支
援
に

つ
な
げ
て
い
く
。

議
員
　
体
育
館
空
調
整
備

の
完
了
時
期
と
避
難
所
と

し
て
の
停
電
対
策
の
想
定

は
。

市
長
　
令
和
８
年
度
内
に

完
了
予
定
。
自
立
発
電
型

空
調
の
導
入
や
特
定
需
要

場
所
と
し
て
体
育
館
用
に

電
線
の
引
き
込
み
を
行
う

こ
と
で
災
害
時
の
優
先
復

旧
を
見
込
ん
で
い
る
。

議
員
　
水
泳
授
業
の
民
間

委
託
に
よ
る
教
育
効
果
と

教
職
員
の
負
担
軽
減
を
ど

う
考
え
る
か
。

市
長
　
屋
内
プ
ー
ル
利
用

で
水
泳
授
業
を
安
定
確
保

し
、
専
門
の
指
導
員
の
指

導
に
よ
り
泳
力
向
上
を
図

る
。
教
職
員
は
施
設
管
理

や
監
視
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
、
児
童
と
向
き
合
う
時

間
の
確
保
等
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
学
校
体
育
館
の

W
i-

F
i
キ
ー
ボ
ッ
ク

ス
に
お
け
る
災
害
時
や
停

電
時
の
運
用
は
。

市
長
　
停
電
時
で
も
稼
働

で
き
る
仕
様
で
あ
り
、
今

後
、
災
害
時
の
運
用
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

議
員
　
中
学
校
部
活
動
の

地
域
展
開
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
負
担
・
指
導
者
確

保
・
教
員
の
関
与
の
存
り

方
を
、
ど
う
整
理
し
て
い

る
の
か
。

市
長
　
新
た
な
保
護
者
負

担
が
生
じ
な
い
よ
う
当
面

は
現
行
形
態
を
継
承
す
る
。

公
募
に
よ
る
指
導
者
の
派

遣
に
よ
り
教
職
員
の
負
担

軽
減
を
図
っ
て
い
く
。

議
員
　
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
目
標
の
実
効
性
確
保
に

向
け
た
、
数
値
管
理
や
進

捗
確
認
の
仕
組
み
は
。

市
長
　
年
度
ご
と
に
達
成

状
況
を
分
析
し
、
環
境
審

議
会
へ
報
告
・
公
開
し
て

い
る
。
目
標
値
や
取
組
は

適
宜
、
見
直
し
て
い
く
。

議
員
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
を
地
域
商
業
が
自

立
的
に
回
り
続
け
る
仕
組

み
に
、
ど
う
つ
な
げ
る
か
。

市
長
　
新
規
顧
客
獲
得
に

一定
の
効
果
が
あ
る
。今
後

は
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
交
通
の

活
用
に
よ
る
回
遊
性
創
出

も
視
野
に
入
れ
、持
続
的

な
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う

事
業
の
運
用
に
努
め
る
。

議
員
　
有
害
鳥
獣
対
策
に

お
い
て
、
若
手
・
女
性
の

狩
猟
免
許
取
得
支
援
や
安

全
装
置
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
等
）
へ

の
助
成
な
ど
の
担
い
手
確

保
対
策
は
検
討
で
き
な
い

か
。

市
長
　
提
案
内
容
を
含
め

検
討
課
題
と
す
る
。

議
員
　
重
層
的
支
援
体
制

に
お
い
て
、
窓
口
で
の

「
断
ら
な
い
相
談
支
援
」

と
多
職
種
連
携
を
ど
う
進

め
る
か
。

市
長
　
既
存
窓
口
で
複
雑

な
ケ
ー
ス
に
対
す
る
役
割

分
担
や
支
援
の
方
向
性
を

検
討
し
、市
と
社
協
が
中

心
と
な
っ
て
支
援
を
実
施

し
て
い
く
。

議
員
　
市
営
鷺
田
川
周
辺

の
防
災
対
策
と
し
て
、
水

位
セ
ン
サ
ー
の
増
設
が
必

要
で
は
な
い
か
。

市
長
　
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

の
水
位
情
報
の
把
握
や
情

報
発
信
の
在
り
方
を
検
討

し
て
い
く
。

議
員
　
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
交

通
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

は
公
共
交
通
空
白
地
帯
の

解
消
に
向
け
た
取
組
が
必

要
で
は
。
ま
た
、
今
後
の

持
続
可
能
性
へ
の
見
解
は
。

市
長
　
市
民
ニ
ー
ズ
や
地

域
の
課
題
に
即
し
た
運
行

エ
リ
ア
と
内
容
の
充
実
、

担
い
手
と
な
る
運
転
手
確

保
な
ど
の
取
組
を
通
し
て

持
続
可
能
性
を
高
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
生
成
Ａ
Ｉ
導
入
等

に
よ
り
対
面
支
援
を
、
ど

う
充
実
し
て
い
く
の
か
。

市
長
　
事
務
効
率
化
で
生

み
出
さ
れ
た
人
的
資
源
を

「
人
に
し
か
担
え
な
い
」対

面
支
援
へ
振
り
向
け
、市

民
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
っ
て
い
く
。　

　

公明党筑紫野市議団

坂
口 

勝
彦

　
　
　 議
員

公
明
党
筑
紫
野
市
議
団

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

議
員

議
員

市
長

市
長

市
長

議
員

議
員

市
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

同
和
問
題
の
解
決

小
規
模
農
家
へ
の
支
援

介
護
人
材
確
保

地
域
公
共
交
通
の
課
題

「
自
産
自
消
」
の
推
進

環
境
次
世
代
へ
の
投
資

強
み
を
生
か
し
た

多
様
な
産
業
で

賑
わ
う

ま
ち
づ
く
り

支
え
あ
い

暮
ら
し
に

寄
り
添
う
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り

安
全
安
心
で

快
適
な
暮
ら
し
を

支
え
る

ま
ち
づ
く
り

自
然
・
環
境

産
業
振
興

福
祉
・
健
康

安
全
・
安
心

行
財
政
運
営

子
育
て
・
教
育
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市政を問う!!一般質問

質 問 題 目   一 覧

質問の内容に合わせたSDGsアイコンの表記

３月定例会の一般質問では、13人の議員が26題目にわたり質問しました。
質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

QRコードをスマートフォンなどで読み取ると録画中継が見られます。

■ 春口　あかね　議員
　①国民健康保険制度の安定と制度改善について

■ 古賀　新悟　議員
　①生活困窮者自立支援事業の位置づけについて

■ 八尋　一男　議員
　①民生委員の制度について

■ 山本　加奈子　議員
　①学校現場と保護者双方を支える相談支援体制に
　　ついて
　②保育現場と保護者双方を支える相談支援体制に
　　ついて

■ 楢木　孝一　議員
　①自転車の交通安全対策について
　②物品や役務を購入する際の障がい者優先調達に
　　ついて

■ 佐々木　忠孝　議員
　①五郎山古墳と五郎山古墳館の観光資源化について

■ 宮﨑　吉弘　議員
　①災害時における口腔ケア体制について

■ 西村　和子　議員
　①住民主体による介護予防・生活支援サービス事業
　　と地域の助け合い活動について

■ 前田　倫宏　議員
　①高齢者の就労支援
　②市窓口対応体制の強化
　③市の支援制度の見える化と総合ポータル整備
　④都市計画税の税率見直し

■ 段下　季一郎　議員
　①小中学校の登下校時の安全確保について
　②小中学校での学力向上の取り組みについて
　③公益通報者保護法に関わる体制整備について

■ 赤司　祥一　議員
　①本市内における自治会合併の検討
　②外国人との共生、及びインバウンドへのリスク
　　マネジメント

■ 辻本　美惠子　議員
　①地域コミュニティ基本計画について
　②新たな公共について

■ 田中　允　議員
　①デマンドバス・のるーとについて
　②庁内のテレビ広告に行政処分を受けた介護
　　サービス事業者の広告がある件について
　③カミーリヤに児童図書館を
　④こども誰でも通園制度について
　⑤市長と地元の国会議員や県議会議員との連携に
　　ついて

質問内容に、国連の提唱する
持続可能な開発目標(SDGs)が
掲げる「17の目標」に合わせた
アイコンを表記しています。

問
　
子
育
て
世
帯
や
働
く

世
代
の
急
激
な
負
担
増
の

緩
和
は
制
度
安
定
化
策
と

し
て
検
討
す
べ
き
。
よ
り

一
層
の
国
保
税
の
軽
減
・

減
免
等
が
継
続
納
付
を
促

し
国
保
制
度
の
中
長
期
安

定
に
資
す
る
と
考
え
る
が

見
解
は
。

答
　
現
在
、
市
町
村
国
保

の
財
政
基
盤
の
脆
弱
性
を

改
善
し
て
い
く
た
め
、
県

下
全
て
の
市
町
村
で
保
険

税
率
を
統
一
し
て
い
く
取

組
が
進
ん
で
お
り
、
国
保

制
度
の
中
長
期
的
な
運
営

の
安
定
が
図
ら
れ
る
と
考

え
て
い
る
。

問
　
県
内
で
保
険
料
水
準

を
そ
ろ
え
る
動
き
は
理
解

す
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
間

の
税
収
減
は
ど
れ
く
ら
い

と
予
測
し
て
い
る
の
か
。

　
医
療
費
適
正
化
や
収
納

努
力
が
報
わ
れ
る
枠
組
み

を
設
け
る
べ
き
で
は
。

答
　
被
保
険
者
数
の
減
少

に
よ
り
国
保
税
収
も
減
収

と
な
る
見
込
み
だ
が
、
医

療
費
の
支
出
も
緩
や
か
に

減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
状
況
を
注
視
す

る
。
ま
た
市
町
村
独
自
の

医
療
費
適
正
化
や
収
納
率

向
上
な
ど
の
取
組
は
、
国

保
税
率
等
の
統
一
後
も
継

続
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
令
和
９
年
度
か
ら
均
等

割
額
の
軽
減
措
置
を
高
校

生
世
代
ま
で
拡
充
す
る
方

針
が
国
か
ら
示
さ
れ
て
い

る
が
、
さ
ら
な
る
負
担
軽

減
策
の
拡
充
・
強
化
や
医

療
保
険
制
度
間
の
負
担
の

公
平
性
の
確
保
等
、
国
・

県
に
求
め
て
い
く
。

税
収
減
を
前
提
に
制
度
設
計
す
べ
き

支
援
業
務
の
機
能
強
化
を

　  医
療
保
険
の一本
化
に
向
け
た
改
革
を
求
め
る

問
　
本
市
の
生
活
困
窮
者

自
立
相
談
支
援
員
は
、
３

名
の
相
談
員
と
会
計
年
度

任
用
職
員
２
名
体
制
で
対

応
し
て
い
る
が
、
相
談
員

数
は
足
り
て
い
る
の
か
。

答
　
居
住
相
談
や
ひ
き
こ

も
り
支
援
は
、
そ
れ
ぞ
れ

週
２
日
間
、
支
援
員
１
名

を
配
置
す
る
計
画
と
し
て

お
り
、
事
業
の
拡
充
に
併

せ
た
人
員
配
置
と
し
て
い

る
の
で
、
今
後
の
現
場
の

状
況
を
注
視
す
る
。

問
　
多
岐
に
わ
た
る
生
活

困
窮
者
の
相
談
に
対
応
す

る
う
え
で
、
包
括
的
相
談

支
援
事
業
と
重
な
る
部
分

が
多
く
あ
る
が
ど
の
よ
う

な
連
携
を
行
う
の
か
。

答
　
暮
ら
し
の
困
り
ご
と

相
談
窓
口
で
受
付
け
た
相

談
内
容
を
精
査
し
、
解
決

す
べ
き
課
題
に
応
じ
て
組

織
横
断
的
な
連
携
を
図
る
。

問
　
相
談
内
容
の
多
様
化
、

相
談
件
数
の
増
大
を
鑑
み

る
と
、
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
の
相
談
窓
口
を
独
立

さ
せ
て
連
携
体
制
を
つ
く

る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。

市
長
　
相
談
内
容
の
多
様

化
、
及
び
、
相
談
件
数
の

増
大
は
顕
著
で
あ
り
、
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て

の
機
能
充
実
及
び
周
知
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
も
、
社
会
情
勢
や
相

談
状
況
の
推
移
を
注
視
し
、

更
な
る
相
談
体
制
の
充
実

に
努
め
る
。

　  

更
な
る
相
談
体
制
の
充
実
に
努
め
る

問
　
現
行
制
度
の
ま
ま
で

は
、
持
続
不
可
能
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
市
の
認

識
は
。

答
　
全
国
的
に
は
充
足
率

が
低
下
傾
向
で
あ
る
こ
と

か
ら
将
来
的
な
担
い
手
不

足
の
懸
念
や
、
負
担
軽
減

の
余
地
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

問
　
動
画
や
S
N
S
を
使

っ
た
広
報
強
化
や
推
薦
手

続
き
の
見
直
し
ア
プ
リ
を

利
用
し
た
I
C
T
活
用
の

取
組
を
提
言
す
る
。
運
用

面
で
現
行
制
度
を
カ
バ
ー

し
な
い
限
り
、
担
い
手
不

足
は
解
消
し
な
い
と
思
う

が
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
　
ご
提
案
の
I
C
T
活

用
策
を
含
め
、
民
生
委
員

の
意
見
を
取
入
れ
有
効
な

方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
50
代
か
ら
60
代
の
人

が
参
画
し
、
見
守
り
・
相

談
活
動
を
遂
行
し
や
す
い

本
市
独
自
の
運
用
面
で
の

制
度
設
計
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答
　
民
生
委
員
の
「
や
り

が
い
」
や
「
魅
力
」
を
伝

え
る
周
知
啓
発
を
効
果
的

に
行
う
と
と
も
に
、
就
労

な
ど
に
よ
り
時
間
の
制
約

が
あ
る
方
で
も
活
動
し
や

す
く
な
る
よ
う
、
担
い
手

不
足
の
課
題
と
併
せ
、
多

様
な
世
代
が
活
躍
で
き
る

た
め
の
負
担
軽
減
・
活
動

支
援
策
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

本
市
独
自
の
運
用
面
で
制
度
設
計
を

　  I
C
T
活
用
で
民
生
委
員
支
援
策
を
検
討
す
る

春口 あかね
（市民会議）

国
保
存
続
危
機

生
活
困
窮
者
支
援

生
活
困
窮
者
支
援

古賀 新悟
（－）

八尋 一男
（つくし野）

民
生
委
員
制
度

つくし野 → つくし野
市民会議 → 市民会議

公明党 → 公明党筑紫野市議団
（－） → 会派に所属しない議員会  派 写真下の（　）は所属会派

P.17

P.17

P.17

P.18

P.18

P.19

P.19

P.19

P.20

P.20

P.21

P.21

P.22

問問 答

答

答 答 

問問 答答

問

答 

問

問

問 答答

答

答 

市
長
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五郎山古墳奥壁の壁画

コミセン祭りの寸劇で買いもの支援紹介

問
　
五
郎
山
古
墳
及
び
可

動
式
の
実
物
大
模
型
と
し

て
、
石
室
の
装
飾
壁
画
を

立
っ
た
ま
ま
見
る
こ
と
が

で
き
る
日
本
唯
一
の
施
設

で
あ
る
五
郎
山
古
墳
館
を
、

筑
紫
南
エ
リ
ア
を
巡
る
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
市

内
外
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
五
郎
山
古
墳
と
五
郎

山
古
墳
館
の
観
光
資
源
と

し
て
の
活
用
は
、
歴
史
学

習
の
場
と
し
て
、
一
般
の

来
館
者
は
も
と
よ
り
、
小

学
校
を
は
じ
め
と
す
る
団

体
見
学
、
民
間
旅
行
社
に

よ
る
団
体
見
学
等
を
受
け

入
れ
て
き
た
。
ま
た
、
各

種
講
座
や
体
験
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
、
学
習
用
パ
ッ

ケ
ー
ジ
グ
ッ
ズ
の
開
発
、

九
州
古
墳
カ
ー
ド
の
作
成

等
の
情
報
発
信
に
加
え
、

観
光
情
報
板
に
よ
る
案

内
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

へ
の
掲
載
及
び
各
種
イ
ベ

ン
ト
で
の
配
布
等
、
そ
の

魅
力
の
発
信
に
努
め
て
き

た
。

　
五
郎
山
古
墳
が
持
つ
魅

力
は
、
市
内
外
か
ら
の
来

訪
者
を
呼
び
込
む
き
っ
か

け
と
な
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
有
し
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
た
め
、
筑
紫
南
エ

リ
ア
の
歴
史
を
象
徴
す
る

重
要
な
資
源
と
し
て
関
係

各
課
と
さ
ら
に
連
携
を
深

め
、
効
果
的
な
情
報
発
信

に
努
め
て
い
く
。

筑
紫
南
エ
リ
ア
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に 

口
腔
ケ
ア
用
品
の
備
蓄
基
準
を

　  

効
果
的
な
情
報
発
信
に
努
め
る

問
　
口
腔
ケ
ア
が
誤
嚥
性

肺
炎
や
感
染
症
予
防
に
果

た
す
役
割
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
認
識
を
し
て
い

る
か
。

答
　
水
や
衛
生
管
理
が
限

ら
れ
る
中
、
口
腔
内
の
ケ

ア
を
怠
る
こ
と
で
、
健
康

被
害
や
基
礎
疾
患
の
悪
化

に
つ
な
が
る
た
め
、
口
腔

ケ
ア
は
配
慮
が
必
要
な
項

目
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

問
　
代
替
的
口
腔
ケ
ア
に

つ
い
て
、
避
難
所
職
員
へ

の
周
知
体
制
は
あ
る
か
。

答
　
口
腔
ケ
ア
が
誤
嚥
性

肺
炎
の
予
防
に
繋
が
る
こ

と
や
水
が
限
ら
れ
た
環
境

下
で
の
代
替
的
口
腔
ケ
ア

の
方
法
な
ど
を
職
員
で
共

有
し
、
避
難
所
に
お
い
て

周
知
す
る
よ
う
努
め
る
。

問
　
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
等

の
店
舗
と
物
資
供
給
協
定

は
、
締
結
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　

答
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル(

株)

、

(

株)

イ
ズ
ミ
、(

株)

マ
ル

キ
ョ
ウ
な
ど
と
協
定
を
締

結
し
、
必
要
な
物
資
が
供

給
で
き
る
体
制
を
整
え
て

い
る
。

問
　
市
民
へ
の
啓
発
に
お

い
て
、
平
時
か
ら
災
害
時

口
腔
ケ
ア
の
重
要
性
を
周

知
し
て
い
る
か
。

答
　
広
報
や
出
前
講
座
を

活
用
し
、
避
難
行
動
の
啓

発
に
併
せ
、
周
知
し
て
い

く
。

　  

令
和
８
年
度
備
蓄
計
画
改
定
時
に
検
討
す
る

問
　
住
民
主
体
に
よ
る
介

護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
事
業
開
始
か
ら
、
約

１
年
が
経
つ
が
、
そ
の
成

果
は
。

答
　
現
在
、
事
業
の
周
知

を
行
う
と
共
に
地
域
と
意

見
交
換
し
な
が
ら
、
地
域

で
の
体
制
構
築
を
支
援
し

て
い
る
段
階
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
本
事
業
の
成
果

を
検
証
す
る
に
は
、
一
定

の
期
間
を
要
す
る
も
の
と

捉
え
て
お
り
、
適
切
な
時

期
に
評
価
す
る
。

問
　
困
っ
て
い
る
方
々
は

高
齢
者
だ
け
で
は
な
い
。

地
域
の
助
け
合
い
活
動
の

支
援
は
、
子
ど
も
、
障
が

い
者
担
当
も
連
携
し
て
進

め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
見
解
は
。

答
　
本
事
業
は
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
運
営
協
議
会
及
び
自
治

会
に
お
い
て
、
活
動
が
始

ま
り
全
市
的
に
広
が
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

地
域
で
の
取
組
は
高
齢
者

に
限
ら
れ
る
も
の
で
な
い

が
、
ま
ず
は
高
齢
者
サ
ロ

ン
の
拡
大
や
、
日
常
の
中

で
の
助
け
合
い
の
発
掘
な

ど
、
高
齢
者
向
け
の
活
動

か
ら
着
手
し
て
い
た
だ
き
、

地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
て

取
組
が
広
が
っ
て
い
く
よ

う
、
支
援
し
て
い
く
。

子
ど
も
障
が
い
支
援
も
進
め
る
べ
き

　  

高
齢
者
向
け
の
活
動
か
ら
着
手
し
広
げ
て
い
く

問
　
水
戸
市
で
は
学
校
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
対
応
指
針

や
校
内
掲
示
ポ
ス
タ
ー
を

作
成
。
学
校
と
家
庭
が
よ

り
良
い
関
係
を
築
く
た
め

の
環
境
づ
く
り
と
し
て
評

価
さ
れ
て
い
る
。
見
解
は
。

答
　
教
職
員
が
安
心
し
て

教
育
活
動
に
専
念
で
き
る

環
境
を
確
保
す
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
た
め
、
先
進

自
治
体
や
国
県
の
動
向
を

踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

問
　
保
護
者
が
学
校
の
対

応
に
不
安
等
を
感
じ
た
時

の
第
三
者
的
な
窓
口
と
し

て
、
天
理
市
は
「
ほ
っ
と

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開
設

し
、
相
談
員
と
心
理
士
が

ペ
ア
で
対
応
し
て
い
る
。

保
護
者
も
相
談
し
や
す
く
、

教
職
員
の
働
き
方
改
革
に

も
繋
が
っ
て
い
る
。
見
解

は
。

答
　
教
育
委
員
会
が
窓
口

と
な
り
状
況
に
応
じ
て
管

理
職
を
経
験
し
た
指
導
主

事
や
顧
問
弁
護
士
等
と
連

携
し
適
宜
適
切
な
対
応
が

で
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
在
の
と
こ
ろ
保
護
者
対

応
を
専
門
と
す
る
体
制
の

整
備
は
検
討
し
て
い
な
い
。

療
育
相
談
支
援

問
　
療
育
相
談
は
約
１
か

月
か
ら
２
か
月
待
ち
の
状

況
。
専
門
職
の
配
置
状
況

等
、
解
決
に
向
け
、
ど
う

対
策
を
講
じ
る
の
か
。

答
　
課
題
解
決
に
は
、
専

門
職
に
よ
る
相
談
体
制
の

充
実
が
必
要
だ
が
、
社
会

情
勢
上
、
人
材
不
足
の
傾

向
の
た
め
、
任
用
形
態
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
専
門
職
を

確
保
す
る
方
策
を
検
討
し
、

体
制
強
化
に
努
め
る
。

問
　
専
門
職
の
方
が
柔
軟

な
働
き
方
を
選
ん
で
い
る

の
か
、
選
ば
ざ
る
を
得
な

い
状
況
な
の
か
は
極
め
て

重
要
だ
が
、
任
用
形
態
に

こ
だ
わ
ら
な
い
と
は
、
正

規
職
員
も
視
野
に
入
れ
て

い
る
の
か
。

答
　
任
用
形
態
に
つ
い
て

は
、
常
勤
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

非
常
勤
の
会
計
年
度
任
用

職
員
と
し
て
相
談
員
を
任

用
す
る
こ
と
や
外
部
の
臨

床
心
理
士
を
招
聘
す
る
こ

と
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

学
校
対
応
指
針
や

　
　 ポ
ス
タ
ー
掲
示
を

　  

先
進
自
治
体
や
国
県
の

　
　
　
　 

動
向
を
踏
ま
え
検
討

問
　
障
が
い
の
あ
る
人
の

収
入
向
上
や
自
立
・
社
会

参
加
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
物
品
等
を
就
労

支
援
施
設
等
か
ら
優
先
的

に
購
入
す
る
制
度
。
評
価

と
今
後
の
方
針
は
。
さ
ら

に
事
業
を
拡
大
し
、
賃
金

を
増
や
す
こ
と
は
有
意
義

な
こ
と
。
未
参
入
の
事
業

所
へ
呼
び
か
け
、
意
見
・

要
望
を
聞
き
、
新
た
な
事

業
展
開
に
結
び
つ
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
。

答
　
過
去
５
年
間
で
件
数

は
３
倍
強
、
金
額
は
横
ば

い
。
調
達
の
幅
を
広
げ
る

こ
と
は
実
績
向
上
の
た
め

有
効
と
考
え
る
。
施
設
等

か
ら
供
給
可
能
な
物
品
等

の
情
報
を
積
極
的
に
収
集

し
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
の
掘

り
起
し
を
図
る
。

自
転
車
の

交
通
安
全
対
策

問
　
自
転
車
の
交
通
違
反

に
青
切
符
制
度
が
実
施
さ

れ
る
が
、
依
然
、
ル
ー
ル

違
反
が
多
く
不
安
。
こ
れ

ま
で
の
違
反
防
止
に
向
け

た
取
組
と
課
題
は
。

答
　
青
切
符
制
度
に
対
す

る
周
知
の
Ｈ
Ｐ
掲
載
や
公

共
施
設
へ
の
チ
ラ
シ
配
布

を
行
っ
た
。
小
中
学
校
・

高
校
で
も
安
全
運
転
教
室

や
啓
発
物
品
の
配
布
を
行

っ
て
お
り
、
違
反
防
止
へ

の
意
識
向
上
を
さ
ら
に
進

め
る
た
め
、
関
係
機
関
と

継
続
す
る
。

問
　
自
転
車
事
故
が
多
い

箇
所
と
そ
の
傾
向
は
。
そ

の
対
策
を
関
係
機
関
と
ど

の
よ
う
に
立
て
て
い
る
か
。

答
　
特
定
の
箇
所
で
自
転

車
事
故
が
多
発
し
て
い
る

状
況
は
確
認
さ
れ
て
い
な

い
。
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や

点
検
を
通
じ
て
安
全
確
保

と
維
持
管
理
に
努
め
る
。

問
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
や

保
険
加
入
が
始
ま
っ
た
。

自
転
車
の
安
全
で
正
し
い

乗
り
方
の
定
着
ま
で
に
は

長
い
取
組
が
必
要
。
計
画

性
を
持
ち
、
市
を
あ
げ
て

取
組
む
べ
き
。

答
　
総
合
計
画
で
交
通
事

故
が
少
な
く
、
安
全
な
暮

ら
し
を
目
指
し
て
い
る
。

交
通
ル
ー
ル
厳
守
と
マ
ナ

ー
向
上
の
た
め
、
地
域
・

学
校
・
警
察
等
と
連
携
し

た
啓
発
活
動
や
交
通
安
全

指
導
を
継
続
し
て
い
く
。

物
品
等
障
が
い
者

　
　 優
先
調
達
拡
大
を

　  

情
報
収
集
し
新
た
な

　
　  

ニ
ー
ズ
掘
り
起
し
を
図
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト山本 加奈子

（公明党）

障
が
い
者
賃
金
増

障
が
い
者
賃
金
増楢木 孝一

（つくし野）

五
郎
山
古
墳 

佐々木 忠孝
（－）

避
難
所
口
腔
ケ
ア 

宮﨑 吉弘
（公明党）

地
域
の
助
け
合
い

西村 和子
（市民会議）

問答 答 答 

問問 答

問答問答

答 答 

問問 答

答

答 

問

問

答

問

答

答 答

問

答 

問答

問問

問

答

答答

答 

答 

答 
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問
　
本
市
の
都
市
計
画
税

は
、
0
．
3
％
で
最
も
高

い
税
率
を
課
し
て
い
る
。

こ
の
税
は
昭
和
53
年
に

0
．
2
％
か
ら
0
．
3
％

へ
引
き
上
げ
ら
れ
、
46
年

間
、
一
度
も
見
直
し
が
行

わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
を

段
階
的
に
引
き
下
げ
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答
　
納
税
者
負
担
の
軽

減
効
果
と
都
市
計
画
事

業
実
施
へ
の
影
響
等
を

総
合
的
に
勘
案
し
、
慎

重
に
対
応
す
べ
き
も
の

と
考
え
て
い
る
。

高
齢
者
の
就
労
支
援

問
　
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
若
年
層
だ
け
で
人
手

不
足
を
補
う
こ
と
は
容
易

で
は
な
い
。
高
齢
者
の
就

労
を
地
域
の
大
き
な
可
能

性
と
し
て
捉
え
る
べ
き
。

事
業
者
と
高
齢
者
を
マ
ッ

チ
ン
グ
し
雇
用
を
推
進
す

る
等
、
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
は
。

答
　
人
手
不
足
が
深
刻
化

す
る
中
、
高
齢
者
の
就
労

を
進
め
て
い
く
こ
と
は
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ふ

る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が

高
齢
者
や
多
く
の
市
民
に

活
用
さ
れ
る
よ
う
、
情
報

提
供
や
周
知
に
努
め
る
と

と
も
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
会
員
確
保
の
為

の
相
談
会
の
拡
大
実
施
、

民
間
事
業
所
へ
の
派
遣
、

会
員
の
就
労
範
囲
等
に
資

す
る
取
組
を
支
援
し
て
い

く
。

支
援
制
度
の
見
え
る
化

問
　
多
様
な
補
助
・
支
援

制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
る

が
、
必
要
な
方
に
確
実
に

届
け
る
仕
組
み
が
重
要
。

支
援
制
度
総
合
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
を
整
備
し
、
対
象

者
別
・
分
野
別
に
整
理
し

て
掲
載
で
き
な
い
か
。

答
　
現
在
、
市
の
Ｈ
Ｐ
か

ら
リ
ン
ク
し
て
い
る
「
魅

力
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
に

「
子
育
て
世
帯
」
や
「
高

齢
者
」
等
の
対
象
者
別
・

分
野
別
に
整
理
し
、
国
・

県
を
含
め
た
情
報
を
掲
載

す
る
た
め
の
作
業
を
進
め

て
い
る
。
補
助
金
の
一
覧

表
も
「
魅
力
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
」
で
掲
載
し
て
い

く
。

段
階
的
に

　
　 

引
き
下
げ
る
べ
き

　  

慎
重
に
対
応
す
べ
き
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　 

考
え
て
い
る

問
　
Ｎ
Ｉ
Ｅ
と
は
、
学
校

な
ど
で
新
聞
を
教
材
と
し

て
活
用
す
る
活
動
で
、
日

常
的
に
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
行
う
こ

と
で
子
ど
も
た
ち
の
学
力

が
伸
び
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践

指
定
校
に
指
定
さ
れ
る
よ

う
な
体
制
整
備
を
行
い
、

Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
積
極
的
に
行
う

べ
き
で
は
。

答
　
以
前
よ
り
、
よ
り
よ

い
社
会
や
自
分
の
あ
り
方

に
つ
い
て
深
く
考
え
る
力

を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
取
組
を
実

施
し
て
お
り
、
今
年
度
も

新
聞
社
の
ご
協
力
の
も
と
、

市
内
小
中
学
校
へ
の
新
聞

の
定
期
配
布
や
新
聞
記
事

を
学
習
教
材
と
し
て
取
り

扱
う
授
業
の
実
施
、
新
聞

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
実

施
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

 

今
後
も
こ
れ
ら
の
取
組

の
効
果
を
検
証
し
な
が
ら
、

Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
継
続
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

公
益
通
報
者
保
護
法
に

関
わ
る
体
制
整
備
を

問
　
内
部
の
職
員
等
か
ら

の
通
報
窓
口
と
し
て
、
庁

外
に
通
報
窓
口
を
設
置
す

べ
き
で
は
。

答
　
公
益
的
通
報
制
度
に

つ
い
て
、
そ
の
目
的
は
主

に
通
報
者
の
保
護
と
法
令

違
反
の
早
期
発
見
、
是
正

で
あ
る
が
、
現
在
本
市
に

お
い
て
は
、
職
員
の
職
務

に
か
か
る
公
益
的
通
報
等

の
処
理
に
関
す
る
規
則
に

基
づ
き
、
通
報
者
の
保
護
、

公
益
的
通
報
の
調
査
、
是

正
な
ど
、
内
部
公
益
通
報

に
対
処
し
て
い
る
。

　
外
部
に
内
部
通
報
窓
口

を
設
置
す
る
こ
と
は
、
職

員
の
心
理
的
な
面
や
客
観

性
な
ど
に
利
点
が
あ
る
一

方
で
、
調
査
に
時
間
が
か

か
り
、
迅
速
な
対
応
や
早

期
是
正
に
は
課
題
も
あ
り
、

ま
た
、
庁
外
に
公
益
通
報

窓
口
を
設
置
し
て
い
る
自

治
体
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、

現
時
点
に
お
い
て
は
通
報

者
の
保
護
を
第
一
に
考
え

な
が
ら
、
他
団
体
の
状
況

を
注
視
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
積
極
的
に

　
　
　 

行
う
べ
き
で
は

　  

Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
継
続
し
て

　
　  

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

問
　
本
市
の
世
帯
数
及
び

人
口
推
移
・
現
状
か
ら
、

地
域
（
自
治
会
）
に
お
け

る
役
員
・
組
長
・
各
委
員

等
の
な
り
手
不
足
を
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。
ま
た
、

地
域
の
担
い
手
不
足
を
構

造
面
か
ら
解
消
す
べ
く
、

希
望
し
て
い
る
自
治
会
か

ら
自
治
会
の
合
併
等
を
検

討
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
は
。

答
　
少
子
高
齢
化
の
進
行

や
定
年
延
長
な
ど
の
社
会

情
勢
の
変
化
、
ま
た
、
地

域
住
民
同
士
の
関
係
希
薄

化
に
よ
り
、
自
治
会
に
よ

っ
て
は
役
員
等
の
担
い
手

確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

自
治
会
の
合
併
は
、
自
治

会
役
員
等
の
担
い
手
確
保

の
選
択
肢
の
一
つ
と
考
え

る
が
、
自
治
会
の
主
体
的

な
判
断
を
尊
重
し
、
必
要

に
応
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

運
営
協
議
会
及
び
自
治
会

と
協
議
、
検
討
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

外
国
人
と
の
共
生

問
　
太
宰
府
市
を
見
る

と
、
海
外
旅
行
客
と
地

域
の
方
々
が
気
持
ち
よ

く
Ｗ
i
n
‐
Ｗ
i
n
な
関

係
で
い
ら
れ
る
よ
う
準
備

が
必
要
と
考
え
る
が
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
受
入
に
関
し
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

対
す
る
市
の
見
解
は
。

答
　
現
在
の
と
こ
ろ
地
域

住
民
か
ら
の
ト
ラ
ブ
ル
等

の
報
告
は
受
け
て
い
な
い
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た

更
な
る
集
客
に
向
け
て
、

受
入
環
境
の
向
上
に
努
め

て
い
く
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
へ
の
懸
念
は
、
現

時
点
で
深
刻
な
事
態
に
は

至
っ
て
い
な
い
が
、
今
後

の
動
向
を
注
視
し
、
必
要

に
応
じ
て
適
宜
対
応
を
検

討
し
て
い
く
。

問
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
移
民
の
是

非
な
ど
世
論
が
様
々
な
方

向
に
揺
れ
動
い
て
い
る
が
、

本
市
で
暮
ら
す
外
国
人
の

方
が
風
評
被
害
等
で
困
ら

な
い
よ
う
、
共
生
に
つ
い

て
本
市
の
考
え
は
。

答
　
外
国
人
と
の
共
生
に

つ
い
て
、
外
国
人
へ
の
偏

見
や
差
別
が
助
長
さ
れ
な

い
よ
う
、
今
後
も
人
権
啓

発
を
行
う
と
と
も
に
、
地

域
で
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
や

取
組
に
お
け
る
交
流
を
通

し
て
、
相
互

理
解
の
深
化

が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て

い
る
。

自
治
会
合
併
の

　 

検
討
を
開
始
す
べ
き

　  

必
要
に
応
じ
協
議・検
討
を

　
　
　
　
　
　
行
っ
て
い
き
た
い

問
　
各
協
議
会
の
横
断
的

な
情
報
共
有
、
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
協
定
に
基
づ
く

支
援
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

答
　
各
部
会
の
情
報
共
有

は
防
犯
防
災
年
３
回
、
健

康
福
祉
年
１
回
。
今
後
は

必
要
に
応
じ
て
情
報
交
換

が
行
わ
れ
る
よ
う
、
情
報

共
有
の
在
り
方
を
検
討
す

る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

協
定
の
支
援
は
、
財
政
支

援
、
人
的
支
援
、
物
的
支

援
、
情
報
支
援
で
あ
る
。

問
　
市
長
は
総
合
計
画
を

達
成
す
る
た
め
に
協
働
関

係
に
あ
る
コ
ミ
協
と
の
連

携
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

市
長
　
総
合
計
画
を
推
進

し
て
い
く
う
え
で
コ
ミ
協

と
の
協
働
が
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
担
当

課
と
協
議
会
と
の
さ
ら
な

る
連
携
を
図
り
な
が
ら
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

新
た
な
公
共

問
　
市
で
把
握
し
て
い
る

N
P
O
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
数
は
2
8
6
団
体
あ

る
と
の
こ
と
。
市
民
、
団

体
の
活
動
を
育
成
、
支
援

す
る
場
と
し
て
、
支
援
セ

ン
タ
ー
を
作
れ
な
い
か
。

答
　
支
援
セ
ン
タ
ー
の
創

設
は
現
時
点
で
は
考
え
て

い
な
い
が
、
他
市
の
状
況

を
注
視
し
、
研
究
す
る
。

問
　
市
民
活
動
の
財
政
的

な
支
援
を
検
討
で
き
な
い

か
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

を
活
用
す
る
こ
と
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
関
連
の
情
報
コ

ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答
　
市
民
活
動
を
支
援
す

る
財
政
的
な
支
援
に
つ
い

て
は
他
市
の
事
例
を
参
考

に
研
究
し
た
う
え
で
慎
重

に
検
討
し
た
い
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
関
連
情
報
は
、
学

習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
や
学

習
情
報
プ
ラ
ザ
の
活
用
を

検
討
し
て
い
く
。

防
災
、
福
祉
、

　 

教
育
分
野
の
協
働
を

　  

担
当
課
と
協
議
会
と
の

　
　
　 

さ
ら
な
る
連
携
を
図
る

都
市
計
画
税 

都
市
計
画
税 

前田 倫宏
（つくし野）

教
育
に
新
聞
を段下 季一郎

（市民会議）

赤司 祥一

自
治
会
合
併
検
討 （つくし野） 

コ
ミ
協
と
の
連
携

コ
ミ
協
と
の
連
携辻本 美惠子

（市民会議）

市
長

問問 答

答

答

問

答 

問答

問答

答 

答 

答 

問答

問答

答 問

答 

問問 答

問

問答

答

答 

答 

答 
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問
　
令
和
８
年
４
月
１
日

か
ら
の
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
開
始
に
向
け
た
受

け
入
れ
体
制
は
。

答
　
例
規
の
整
備
や
保
育

施
設
と
の
調
整
な
ど
を
進

め
て
い
る
。
予
定
し
て
い

る
保
育
施
設
は
、
二
日
市

保
育
所
、
街
道
保
育
所
、

下
見
保
育
所
で
あ
る
。

問
　
市
独
自
の
補
助
金
を

交
付
す
べ
き
で
は
。

答
　
就
労
支
援
金
や
奨
学

金
返
済
支
援
な
ど
保
育
人

材
対
策
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
こ
ど
も

誰
で
も
通
園
制
度
は
保
育

士
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
私
立
保
育
施
設

に
対
し
人
件
費
を
補
助
す

る
市
独
自

の
補
助
金

制
度
を
設

け
て
い
る
。

カ
ミ
ー
リ
ヤ
に

児
童
図
書
館
を

問
　
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
や
高
齢
者
の
ふ
れ
あ

い
の
場
づ
く
り
と
し
て
有

効
で
あ
る
と
考
え
る
が
見

解
は
。

答
　
子
ど
も
が
図
書
に
触

れ
る
機
会
は
、
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
の
ひ
と
つ

と
し
て
有
効
と
捉
え
て
い

る
。
カ
ミ
ー
リ
ヤ
内
に
新

た
に
整
備
を
予
定
し
て
い

る
子
育
て
支
援
拠
点
内
に

既
存
の
施
設
同
様
の
図
書

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

子
育
て
支
援
拠
点
を
利
用

す
る
親
子
の
来
館
が
増
え

る
こ
と
で
、
カ
ミ
ー
リ
ヤ

に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ふ

れ
あ
い
広
場
な
ど
で
ふ
れ

あ
い
の
機
会
が
増
え
る
と

考
え
る
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス

の
る
ー
と

問
　
交
通
弱
者
等
に
対
し
、

利
用
し
や
す
い
料
金
設
定

や
割
引
制
度
の
拡
充
を
検

討
す
べ
き
で
は
。

答
　
巡
回
福
祉
バ
ス
の
利

用
者
の
負
担
軽
減
措
置
を

速
や
か
に
導
入
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
カ
ミ

ー
リ
ヤ
の
利
用
者
は
、
３

０
０
円
の
乗
車
料
金
を
半

額
に
減
免
で
き
る
よ
う
許

認
可
手
続
き
を
進
め
て
い

る
。

　
そ
の
他
の
割
引
制
度
は
、

利
用
状
況
や
持
続
可
能
性

な
ど
慎
重
に
見
極
め
、
必

要
に
応
じ
て
検
討
し
て
い

く
。

制
度
開
始
に
向
け
た

　
　
　 受
入
れ
体
制
は

　  

保
育
施
設
等
の
調
整
を

　
　
　
　
　
　
　 進
め
て
い
る

田中 允

通
園
制
度 （－）

赤司　祥一
委 員 長

春口あかね
副委員長

委　　員
山本加奈子・楢木　孝一・佐々木忠孝・吉村　陽一

広報委員会

InstagramFacebook

※変更する場合があります。

令和８年６月定例会

・本会議は原則として午前10時に開会します。
●６月定例会の請願及び陳情の受付は５月28日（木曜日）正午までです。

３月定例会 審議結果（2月25日～3月26日）

・福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の
　数の減少及び規約の変更について
・辺地に係る公共的施設の総合整備計画について
・字の区域及び名称の変更について
・水道の給水協定に関する協議について
・下水道の排水協定の変更に関する協議について

ひえ だ　    た  か   こ

　稗田　多佳子　氏
ひらやま　  ひでゆき

　平山　秀行　氏
うち の　　 きみ こ

　内野　公子　氏
・人権擁護委員 ・筑紫野市監査委員 ・筑紫野市固定資産評価審査委員会委員

おおぐす　   ゆ  み  こ

　大楠　由美子　氏

なかじま 　きよし

　中嶋　清　氏
 お  だ　　　す  え  こ

　小田　スヱ子　氏
はたぞえ　  かずとし

　畑添　和敏　氏
・筑紫野市二日市財産区管理委員

いしうち　  たかのり

　石内　孝典　氏
 た しろ　  くに お

　田代　邦夫　氏
 い とう　  さだとし

　伊東　定敏　氏
とう　  ゆういち

　藤　雄一　氏

市議会関係日程のお知らせ

●条　　例 12件（原案可決） ●専決処分 2件（承認）　　

●予　　算

・・・・・・・・

・・・・・・・・ 13件（原案可決） ●その他

・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・ 5件（原案可決）　　

●補正予算 8件（原案可決）

●人事案件

・・・・・・・・・

・・・・・・・・ 11件（同意）

原
　
口

佐
々
木

古
　
賀

田
　
中

山
　
本

宮
　
﨑

坂
　
口

春
　
口

吉
　
村

段
　
下

白
　
石

西
　
村

辻
　
本

上
　
村

赤
司
祥

楢
　
木

前
　
田

　
城

八
　
尋

髙
　
原

赤
司
泰

横
　
尾

○●○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

採
決
結
果

可
決

つくし野会派名
議員氏名

議案等名

令和８年第２回３月定例会で賛否が分かれた案件

○→賛成、●→反対、棄→棄権、欠→欠席　※議長は賛否が同数になった場合を除いて採決には参加できません。

議案第６号　
筑紫野市国民健康保険税条例の一部を
改正する条例の制定について

○●○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 可
決

議案第27号　
令和８年度筑紫野市一般会計予算について

○●○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 可
決

議案第28号　
令和８年度筑紫野市国民健康保険事業特別
会計予算について

市民会議 公明党 ー ー ー 議長

常任委員会 

本会議

本会議

本会議 本会議

日 月 火 水 木 金 土
6/15/31 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14
本会議

常任委員会 予算審査
常任委員会

常任委員会 
15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

ようこそ筑紫野市議会へ! 令和8年

２月６日

京都府宇治市議会議会運営委員会
・議会基本条例の評価・点検について

・ＩＣＴの取組について

宮崎県延岡市議会無所属市民の会
・第三次筑紫野市地域コミュニティ基本計画の概要と

地域コミュニティに関する取り組みについて

３月定例会にて、
以下の特別委員会を設置しました。

〇総合スポーツ施設の整備に関する特別委員会
総合スポーツ施設の整備に向けた検討が進められる
ことから、議会として専門的かつ継続的に調査・審査
を行います。

〇地域公共交通に関する特別委員会
地域公共交通計画の中間年を迎え、これまでの取組の
検証と計画期間後の地域公共交通のあり方を見据え、
専門的かつ継続的に検討します。

令和8年

１月２２日

議会のタイムリーな情報を
ＳＮＳで発信しています。 特別委員会の設置

問問

問

問

答答

答

答

答 答 
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